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市町村リレー
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苦言提言
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～新エネルギーの導入～

苦言提言
市町村の自主研究市町村の自主研究

　5,000 万円も増額 ! 1 等前後賞合わせて2 億 5,000 万円

があたるオータムジャンボ宝くじが9月27日（月）から10月19日（火）

まで発売されます。

　この宝くじの収益金は全額市町村へ交付され、各市町村が

行う図書館運営の充実などの文化振興事業や、資源リサイクル

推進などの環境事業、また少子高齢化対策事業など、地域住

民の福祉向上のために使われます。
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三浦 進一さん
（鳴沢村教育委員会　主任）

時
の
人

　
い
ま
や
空
前
の
マ
ラ
ソ
ン
ブ
ー
ム
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。富
士
山
麓
で
は
、四
季
折
々
の
風
景
が
楽
し
め

る
こ
と
か
ら
、マ
ラ
ソ
ン
や
ロ
ー
ド
レ
ー
ス・ト
レ
イ
ル

レ
ー
ス
が
、３５
回
目
を
迎
え
る
富
士
河
口
湖
町
を
は

じ
め
富
士
吉
田
市・山
中
湖
村・道
志
村
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。更
に
今
年
か
ら
は
忍
野
村
と
鳴
沢
村

で
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
今
年

初
開
催
の「
富
士・鳴
沢
紅
葉
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」

を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
鳴
沢
村
は
海
抜
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
原
に
あ

る
こ
と
か
ら
木
々
の
紅
葉
が
早
く
し
か
も
寒
暖
の
差

が
激
し
い
こ
と
も
あ
り
、紅
葉
の
彩
り
は
さ
な
が
ら

錦
絵
の
よ
う
。こ
の
高
低
差
2
百
メ
ー
ト
ル
を
さ
わ

や
か
に
駆
け
抜
け
る
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
す
。

　
種
目
は
、ハ
ー
フ・
１０
キ
ロ・５
キ
ロ
の
３
コ
ー
ス
が

用
意
さ
れ
、大
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
、日
本
の
マ
ラ

ソ
ン
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
　
瀬
古
利
彦
さ
ん
に
お
願

い
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、間
近
に
せ
ま
る
富
士
山
の
勇
姿
と

紅
染
ま
る
秋
景
色
の
ほ
か
に
、も
う
一つ
の
お
楽
し
み

を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。レ
ー
ス
終
了
後
の
昼
食

は
、村
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
お
手
製
の「
高
原
そ
ば
」

を
ご
賞
味
頂
き
、お
帰
り
に
は
村
で
収
穫
し
た
ダ
イ

コ
ン・キ
ャ
ベ
ツ
と
い
っ
た
特
産
の
高
原
野
菜
を
お
土

産
に
。〝
目
に
も
お
腹
に
も
満
足
の
〞ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
日
々
の
暮
ら
し
で
は
得
ら
れ
な
い
大
自
然
の
癒
や

し
と
涼
風
心
地
よ
い
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
コ
ー
ス
を
走
り

き
っ
た
と
い
う
充
実
感
で
包
ま
れ
る
ひ
と
と
き
を
味

わ
い
下
さ
い
。

「甲州市原産地呼称ワイン認証制度」
            ～原料ぶどうの生産履歴を明らかに～

甲州市

特集1　「クリーンエネルギー先進県やまなし」を目指して

特集3　南アルプス市における温暖化対策

特集2　流れる水で地域が輝く

特集「低炭素社会への取り組み ～新エネルギーの導入～」09
10
13
16
19

24

特集4　新エネルギーで環境にやさしいまちづくり

特集6　新エネルギー　山梨市の取り組み

特集5　低炭素社会への取り組み

は
じ
め
て
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　
ワ
イ
ン
ほ
ど
法
律
に
よ
っ
て
厳
格
に

規
制
さ
れ
て
い
る
食
品・農
産
物
は
存

在
し
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。フ
ラ
ン

ス
や
イ
タ
リ
ア
な
ど
の
欧
州
の
伝
統
的

国
々
で
は
国
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、原
料

ぶ
ど
う
生
産
地
の
保
護
と
保
証
を
目

的
に
ワ
イ
ン
の
法
律
が
確
立
さ
れ
て
い

ま
す
。し
か
し
日
本
に
は
こ
の
よ
う
な

法
律
は
な
く
、ワ
イ
ン
の
原
料
、造
り

方
、表
示
な
ど
の
事
柄
が
法
律
で
規
定

さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。つ
ま
り
、ワ
イ
ン

の
表
示
に
関
し
て
は
、製
造
者
の
自
主

的
判
断
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
て
い
る
の

が
実
情
で
す
。

　
甲
州
市
で
は
、原
産
地
を
明
確
に
し

た
ワ
イ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
が
、日
本

に
お
け
る
ぶ
ど
う
と
ワ
イ
ン
発
祥
地
と

し
て
の
使
命
と
考
え
、市
独
自
の
制
度

「
甲
州
市
原
産
地
呼
称
ワ
イ
ン
認
証
制

度
」を
創
設
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
ワ

イ
ン
に
用
い
ら
れ
る
原
料
ぶ
ど
う
の
収

穫
地
を
明
ら
か
に
し
、市
原
産
地
呼
称

ワ
イ
ン
認
証
審
査
会
が
こ
れ
を
認
証

し
、認
証
を
受
け
た
ワ
イ
ン
に
認
証
シ

ー
ル
を
貼
付
し
て
原
産
地
を
保
証
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
同
制
度
は
本
年
収
穫
の
原
料
ぶ
ど

う
を
も
って
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、早
け
れ

ば
２
０
１
１
年
８
月
に
認
証
ワ
イ
ン
が

市
場
に
流
通
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
に
よ
り
醸
し
出
さ
れ
た

認
証
ワ
イ
ン
を
お
楽
し
み
い
た
だ
く
と

と
も
に
、ワ
イ
ン
原
産
地
呼
称
制
度
が

県
又
は
国
の
レ
ベ
ル
の
制
度
と
し
て
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。甲

州
市
産
は
も
と
よ
り
山
梨
県
産
、日
本

産
ワ
イ
ン
の
品
質
確
保
へ
と
制
度
が
拡

大
、発
展
し
、国
産
ワ
イ
ン
の
消
費
拡

大
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
、産
地
を

挙
げ
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　６月６日（日）「第１回富士忍野高原トレイルレース」が開催され、県内外から
1,636人の健脚のランナーが忍野村の山々の稜線を走り村の自然を満喫され
ました。
　コースは、上級者向き31,7㎞（ロングコース）、中級者向き２１㎞（ミドルコー
ス）、初心者向き14.1㎞（ショートコース）で雄大な富士山に抱かれながら村を
一望できる周遊コース設定です。
　写真は、会場忍野中学校でのスタート直後の様子です。

【忍野村提供】　

「宮光園」　
日本ワイン史の数々の資料が残る近代産業遺産（平成２３年3月
公開に向け整備中）

「土屋龍憲ワインセラー」
明治１０年、ワイン醸造の技術習得のため渡仏した青年２人のうちのひ
とり、土屋龍憲が建設した半地下式レンガ造りのワインセラー。

「大日影トンネル遊歩道」「勝沼トンネルワインカーヴ」
明治３5（１９０2）年に建設されたレンガ積みの鉄道トンネルを活用
した遊歩道とワインカーヴ。通年で温度湿度が安定しているため、
季節を問わない遊歩道、ワインの熟成庫として建設後１００年を経
た今なお活用されている。

制度の概要
○分類
（１）甲州市産原料自社醸造ワイン
（市内産原料ぶどう・市内自社醸造ワイン）
（２）山梨県産原料甲州市自社醸造ワイン
（市外県内産原料ぶどう・市内自社醸造ワイン）
○対象品種
甲州種、欧州系品種、（メルロ種等）、国内
改良品種（マスカット・ベーリーＡ種等）
○ぶどうの品質基準
果汁糖度について、それぞれ、甲州種１６
度、欧州系品種１８度、国内改良品種１７度
以上とし、甲州種は、他品種とのブレンドを
認めず、その他の品種については、ブレンド
を認める。
○認証手続きの流れ
①ワイナリーは、申請時に原料ぶどうの収
穫地を記した書類等（ＪＡフルーツ山梨発行
の生産地証明書等を添える）を提出
②審査会が当該圃場を巡回審査
③書類審査（ラベル表示含む）、官能（味
覚）審査を経て認証シールを交付

甲州市産原料自社醸造ワイン 山梨県産原料自社醸造ワイン
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れ
を
認
証

し
、認
証
を
受
け
た
ワ
イ
ン
に
認
証
シ

ー
ル
を
貼
付
し
て
原
産
地
を
保
証
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
同
制
度
は
本
年
収
穫
の
原
料
ぶ
ど

う
を
も
って
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、早
け
れ

ば
２
０
１
１
年
８
月
に
認
証
ワ
イ
ン
が

市
場
に
流
通
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
に
よ
り
醸
し
出
さ
れ
た

認
証
ワ
イ
ン
を
お
楽
し
み
い
た
だ
く
と

と
も
に
、ワ
イ
ン
原
産
地
呼
称
制
度
が

県
又
は
国
の
レ
ベ
ル
の
制
度
と
し
て
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。甲

州
市
産
は
も
と
よ
り
山
梨
県
産
、日
本

産
ワ
イ
ン
の
品
質
確
保
へ
と
制
度
が
拡

大
、発
展
し
、国
産
ワ
イ
ン
の
消
費
拡

大
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
、産
地
を

挙
げ
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　６月６日（日）「第１回富士忍野高原トレイルレース」が開催され、県内外から
1,636人の健脚のランナーが忍野村の山々の稜線を走り村の自然を満喫され
ました。
　コースは、上級者向き31,7㎞（ロングコース）、中級者向き２１㎞（ミドルコー
ス）、初心者向き14.1㎞（ショートコース）で雄大な富士山に抱かれながら村を
一望できる周遊コース設定です。
　写真は、会場忍野中学校でのスタート直後の様子です。

【忍野村提供】　

「宮光園」　
日本ワイン史の数々の資料が残る近代産業遺産（平成２３年3月
公開に向け整備中）

「土屋龍憲ワインセラー」
明治１０年、ワイン醸造の技術習得のため渡仏した青年２人のうちのひ
とり、土屋龍憲が建設した半地下式レンガ造りのワインセラー。

「大日影トンネル遊歩道」「勝沼トンネルワインカーヴ」
明治３5（１９０2）年に建設されたレンガ積みの鉄道トンネルを活用
した遊歩道とワインカーヴ。通年で温度湿度が安定しているため、
季節を問わない遊歩道、ワインの熟成庫として建設後１００年を経
た今なお活用されている。

制度の概要
○分類
（１）甲州市産原料自社醸造ワイン
（市内産原料ぶどう・市内自社醸造ワイン）
（２）山梨県産原料甲州市自社醸造ワイン
（市外県内産原料ぶどう・市内自社醸造ワイン）
○対象品種
甲州種、欧州系品種、（メルロ種等）、国内
改良品種（マスカット・ベーリーＡ種等）
○ぶどうの品質基準
果汁糖度について、それぞれ、甲州種１６
度、欧州系品種１８度、国内改良品種１７度
以上とし、甲州種は、他品種とのブレンドを
認めず、その他の品種については、ブレンド
を認める。
○認証手続きの流れ
①ワイナリーは、申請時に原料ぶどうの収
穫地を記した書類等（ＪＡフルーツ山梨発行
の生産地証明書等を添える）を提出
②審査会が当該圃場を巡回審査
③書類審査（ラベル表示含む）、官能（味
覚）審査を経て認証シールを交付

甲州市産原料自社醸造ワイン 山梨県産原料自社醸造ワイン
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Shigeru Horiuchi

富
士
山
と
と
も
に
歩
む
ま
ち

　

ふ
じ
よ
し
だ

巻 

頭

堀
内

　茂

堀内　 茂

昭和23年10月3日　東京都中央区築地生まれ。
　　　　　　　　　日本大学経済学部経済学科卒。
昭和62年4月 県議会議員に当選。
 その後、県人事委員会委員を歴任。
平成19年4月 第15代目富士吉田市長に就任。
 現在、県市長会会長を務める。61歳

　
　富
士
吉
田
市
長

富士吉田市長

28

　

孤
高
に
そ
び
え
立
つ
姿
は
他
に
類
を
見

な
い
秀
麗
な
山
。
そ
ん
な
世
界
に
誇
る
富

士
山
の
麓
に
抱
か
れ
、
豊
か
な
自
然
景
観

を
有
し
て
い
る
富
士
吉
田
市
は
、
山
梨
県

の
南
東
部
、
富
士
山
の
北
側
に
位
置
し
、

東
京
都
心
部
か
ら
は
1
0
0
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
圏
内
に
あ
り
ま
す
。
市
域
は
富
士

山
に
抱
か
れ
た
国
立
公
園
内
に
あ
り
、
面

積
は
1
2
1
・
8
3
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
あ
り
ま
す
が
、
市
街
地
は
海
抜
6
5
0

メ
ー
ト
ル
か
ら
9
0
0
メ
ー
ト
ル
ま
で

に
形
成
さ
れ
た
高
原
都
市
で
、
人
口
約

5
2
、
7
0
0
人
の
富
士
北
麓
地
域
の
中

心
都
市
で
す
。

　

本
市
は
、
昭
和
26
年
3
月
に
、
下
吉
田

町
・
明
見
町
・
富
士
上
吉
田
町
の
旧
3
町

の
合
併
に
よ
り
、
県
下
で
2
番
目
に
市
制

を
施
行
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
35
年

1
月
に
西
桂
町
上
暮
地
地
区
が
加
わ
り
今

日
の
市
域
を
形
成
し
、
本
年
は
市
制
が
施

行
さ
れ
て
60
年
の
節
目
に
あ
た
る
記
念
す

べ
き
年
を
迎
え
ま
し
た
。
爾
来
、
富
士
山

を
中
心
と
し
た
豊
か
な
自
然
を
背
景
に
、

本
市
な
ら
で
は
の
歴
史
・
伝
統
・
文
化
な

ど
を
培
い
、
富
士
北
麓
地
域
の
政
治
・
経

済
・
文
化
の
中
心
都
市
と
し
て
の
歩
み
を

着
実
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
を
歴
史
的
に
見
て
み
ま
す

と
、
富
士
山
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
享
受

す
る
中
で
、
生
活
や
文
化
を
育
み
、
富
士

山
信
仰
な
ど
と
共
に
生
成
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
富
士
山
信
仰
は
、
神
話
や
民
話
で

も
数
多
く
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
上
吉
田
地

区
の
北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
や
御
師
の

家
並
み
が
そ
の
面
影
を
今
に
伝
え
て
い
ま

す
。

　

18
世
紀
前
半
に
は
、
富
士
講
隆
盛
の
礎

を
築
い
た
食
行
身
禄
が
入
定
（
宗
教
的
自

殺
）に
あ
た
っ
て
信
者
の
登
山
本
道
を「
吉

田
口
登
山
道
」
と
定
め
て
か
ら
富
士
講
の

信
者
が
増
加
し
、
18
世
紀
後
半
以
降
は
最

も
多
く
の
道
者
が
「
吉
田
口
登
山
道
」
を

登
っ
て
山
頂
を
目
指
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
「
吉
田
口
登
山
道
」
は
、
北

口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
を
起
点
と
し
、
古

道
と
し
て
は
唯
一
徒
歩
で
麓
か
ら
頂
上
ま

で
登
れ
る
重
要
な
道
で
あ
り
、
北
口
本
宮

冨
士
浅
間
神
社
の
北
西
に
は
大
規
模
な
集

落
を
形
成
し
た
御
師
（
お
し
）
が
あ
り
ま

す
。

　

御
師
は
、
道
者
に
宿
や
食
事
を
始
め
登

拝
の
た
め
の
一
切
の
世
話
を
す
る
と
と
も

に
、
登
拝
の
指
導
や
祈
祷
を
行
う
こ
と
を

業
と
し
ま
し
た
。
御
師
屋
敷
の
多
く
は
短

冊
状
を
な
し
、
表
通
り
に
面
し
て
引
き
込

み
路
を
設
け
、
敷
地
を
流
れ
る
水
路
の
奥

に
住
宅
兼
宿
坊
の
建
物
が
建
ち
、
玄
関
か

ら
奥
へ
客
室
が
続
き
、
最
奥
部
に
は
神
殿

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
江

戸
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
富
士

山
信
仰
の
宿
坊
と
な
っ
た
御
師
文
化
を
学

ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
富
士
山
の
世

界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
て
、
1
7
6
8

年
に
建
て
ら
れ
最
古
の
部
類
に
数
え
ら
れ
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る
旧
外
川
家
住
宅
や
、
格
式
的
な
構
え
が

確
立
し
た
頃
に
建
て
ら
れ
富
士
講
最
盛
期

の
御
師
住
宅
の
典
型
例
と
さ
れ
る
小
佐
野

家
住
宅
を
復
元
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
主
た
る
産
業
と
し
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
甲
斐
絹
も
、
秦
の
始
皇

帝
か
ら
東
方
蓬
莱
の
国
（
日
本
）
の
不
死

（
富
士
）
の
霊
山
に
不
老
不
死
の
霊
薬
を

探
す
と
い
う
命
を
受
け
た
「
徐
福
」
が
伝

え
た
と
さ
れ
る
な
ど
、
本
市
は
富
士
山
信

仰
に
よ
り
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

　

富
士
山
は
、
標
高
3
、
7
7
6
メ
ー
ト

ル
と
日
本
一
の
高
さ
を
誇
る
独
立
峰
で
あ

り
、
高
度
を
増
す
ご
と
に
山
腹
の
傾
斜
が

急
に
な
る
美
し
い
懸
垂
曲
線
を
呈
し
、
類

ま
れ
な
優
美
さ
を
持
つ
円
錐
形
の
山
容
を

有
す
る
山
で
す
。
そ
の
優
美
な
姿
か
ら
、

富
士
山
が
見
え
る
多
く
の
場
所
で
は
そ
れ

ぞ
れ
富
士
山
に
対
す
る
独
自
の
想
い
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
本
市
で
は
市
民
は
富

士
山
に
対
し
て
畏
敬
の
念
を
抱
き
大
き
な

誇
り
に
し
て
い
る
と
と
も
に
、
富
士
山
か

ら
の
恵
み
を
生
活
の
糧
と
し
て
生
か
す
な

ど
、
富
士
山
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
、

「
富
士
登
山
競
走
」、「
富
士
山
ジ
ュ
ニ
ア

カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
」、「
火
祭
り
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
」
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
全

国
各
地
か
ら
多
く
の
選
手
や
関
係
者
の
皆

様
を
迎
え
て
盛
大
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
富
士
山
自
遊
大
学
」
や
「
M
t
．

F
u
j
i
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
」
な
ど
、

「
富
士
山
」
と
い
う
名
称
を
用
い
た
富
士

山
に
関
係
す
る
社
会
教
育
事
業
を
数
多
く

実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
市
の
観

光
行
政
を
担
う
部
署
は
「
富
士
山
課
」
と

い
う
名
称
で
あ
り
、
本
市
の
観
光
行
政
は

ま
さ
に
富
士
山
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
富
士
山
は
、
一
般
的
に
7
月
1

日
の
「
富
士
山
の
お
山
開
き
」
か
ら
8
月

26
日
の
「
吉
田
の
火
祭
り
」
ま
で
を
夏
の

登
山
期
間
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
好

天
に
恵
ま
れ
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
女

性
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
、
山
小
屋
の
快

適
性
な
ど
に
よ
り
、
登
山
者
数
は
25
万
人

を
超
え
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
記
録
を
更
新

す
る
な
ど
、
例
年
に
な
く
活
況
を
呈
し
た

輝
き
に
満
ち
た
暑
い
夏
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、「
吉
田
の
火
祭
り
」
が
夏

の
終
わ
り
を
告
げ
る
恒
例
の
伝
統
行
事
と

な
っ
て
お
り
、
富
士
山
は
、
こ
の
「
吉
田

の
火
祭
り
」
で
お
山
じ
ま
い
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
「
吉
田
の
火
祭
り
」
は
北
口
本
宮
冨

士
浅
間
神
社
の
祭
神
、
木
花
開
耶
姫
（
こ

の
は
な
さ
く
や
ひ
め
）
が
、
猛
火
の
中
で

皇
子
を
安
産
し
た
と
い
う
故
事
に
由
来
す

る
と
い
わ
れ
、
静
岡
県
島
田
市
の
帯
祭
り
、

愛
知
県
稲
沢
市
国
府
宮
の
は
だ
か
祭
り
と

と
も
に
日
本
三
奇
祭
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら

れ
、
大
松
明
（
お
お
た
い
ま
つ
）
が
夏
の

夜
空
を
焦
が
し
、
あ
ふ
れ
る
人
の
波
は
深

夜
ま
で
賑
わ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
富
士
山
に
は
多
く
の
方
々
に
訪

れ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
地

に
暮
ら
す
者
と
し
て
は
、
富
士
山
の
持
つ

素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
は
全
世
界
共
有
の

財
産
で
あ
り
、
こ
の
自
然
環
境
の
恵
み
を

い
つ
ま
で
も
享
受
で
き
る
よ
う
に
、
良
好

で
快
適
な
環
境
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
責
務
を

負
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
富
士
山
の

自
然
と
人
間
と
の
共
生
と
い
う
観
点
、
あ

る
い
は
安
心
・
安
全
な
登
山
と
い
う
視
点

か
ら
、「
富
士
山
環
境
保
全
協
力
金
」
制

度
の
導
入
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
富
士
山
の
優
れ
た
文
化
的
な

景
観
を
保
護
し
、
次
世
代
に
確
実
に
引
き

継
ぐ
た
め
、
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登

録
に
向
け
て
も
鋭
意
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、『
富
士
の
自
然
と
文
化
を

活
か
し　

と
も
に
築
く　

自
立
と
創
造
の

ま
ち　

富
士
吉
田
』
を
目
標
に
掲
げ
、
市

民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を

果
た
し
な
が
ら
協
働
し
て
、
富
士
山
を
中

心
と
し
た
本
市
の
自
然
・
歴
史
・
伝
統
・

文
化
な
ど
を
活
か
し
た
自
立
的
で
魅
力
的

な
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
と
と
も
に
、

富
士
北
麓
地
域
の
中
心
都
市
と
し
て
の
機

能
・
役
割
を
果
た
す
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
。
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中 

央 

市

28

　

中
央
市
は
、
平
成
18
年
2
月
20
日
に
玉
穂

町
・
田
富
町
・
豊
富
村
が
合
併
し
、
県
下
13

番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
甲
府
盆
地
の
南
西
に
位
置
し
、

東
は
甲
府
市
に
、
北
は
昭
和
町
に
、
西
は
釜

無
川
を
挟
ん
で
南
ア
ル
プ
ス
市
に
、
南
は
市

川
三
郷
町
に
接
し
て
い
ま
す
。

　

地
勢
的
に
は
、
釜
無
川
に
よ
り
形
成
さ
れ

た
沖
積
平
野
の
平
坦
な
地
域
と
御
坂
山
系
の

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
中
山
間
地
域

に
分
け
ら
れ
、
両
地
域
は
笛
吹
川
に
よ
っ
て

隔
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
坦
部
は
、
玉
穂･

田
富
の
２
地
区
が
笛
吹
川
と
釜
無
川
に
挟
ま

れ
た
形
で
位
置
し
て
お
り
、
豊
富
地
区
は
、

山
間
部
に
広
が
る
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

面
積
は
、
31
・
81
㎢
で
、
県
内
で
は
一
番

小
さ
な
市
で
す
。

　

人
口
は
、
３
２
、０
０
０
人
弱
と
合
併
時

か
ら
横
這
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市

の
特
徴
と
し
て
外
国
籍
住
民
の
占
め
る
割
合

が
、
全
体
の
7
％
と
他
の
市
町
村
と
比
べ
て

非
常
に
高
く
、
特

に
外
国
籍
住
民
の

う
ち
ブ
ラ
ジ
ル
国

籍
の
住
民
が
全
体

の
7
割
近
く
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

県
内
外
か
ら
の

交
通
ア
ク
セ
ス
条

件
と
し
て
は
、
中

央
自
動
車
道
甲
府

南
イ
ン
タ
ー
、
甲

府
昭
和
イ
ン
タ
ー

並
び
に
中
部
横

断
自
動
車
道
南
ア
ル
プ
ス
イ
ン
タ
ー
に
近
接

し
て
い
る
ほ
か
、
平
成
21
年
3
月
に
供
用
開

始
さ
れ
た
新
山
梨
環
状
道
路
（
南
部
区
間
）

は
、
本
市
を
東
西
に
横
断
し
中
央
自
動
車
道

甲
府
南
イ
ン
タ
ー
と
中
部
横
断
自
動
車
道
南

ア
ル
プ
ス
イ
ン
タ
ー
を
結
ぶ
連
絡
道
路
と
な

り
、
広
域
的
な
ア
ク
セ
ス
条
件
が
大
い
に
向

上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鉄
道
に
お
い
て

は
、
甲
府
駅
と
富
士
駅
と
を
結
ぶ
東
海
旅
客

鉄
道
（
Ｊ
Ｒ
東
海
）
身
延
線
が
玉
穂･

田
富

地
区
の
中
間
を
南
北
に
走
っ
て
い
ま
す
。
市

内
に
は
、小
井
川･

東
花
輪
の
２
駅
が
あ
り
、

通
勤
通
学
時
に
は
市
内
外
か
ら
の
多
く
の
利

用
者
が
あ
り
ま
す
。
特
に
東
花
輪
駅
は
、
特

急｢

ふ
じ
か
わ｣

の
停
車
駅
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
身
延
線
の
中
で
は
、
比
較
的
利
用
者 医大南部地区空撮
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中 

央 

市

28

の
多
い
駅
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
幹
線
道
路
と
し
て
は
、
南
北
方
向
に

主
要
地
方
道
甲
府
市
川
三
郷
線
・
甲
府
中
央

右
左
口
線
及
び
甲
斐
中
央
線
が
、
東
西
方
向

に
は
笛
吹
川
に
沿
っ
て
走
る
国
道
１
４
０
号

線
と
主
要
地
方
道
韮
崎
南
ア
ル
プ
ス
中
央
線

が
走
っ
て
い
て
、
近
隣
の
市
町
に
容
易
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
交
通
の
利
便
性
の
高
い
ま
ち

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
に
お
い
て
は
、
本
市
は
県
内
有
数

の
野
菜
の
生
産
地
で
あ
り
、
特
に
近
年
は

生
産
者
と
消
費
者
を
直
接
結
ぶ
農
産
物
直

売
所
が
盛
ん
で
、
代
表
的
な
施
設
と
し
て

「
道
の
駅
と
よ
と
み
」「
た
・
か
ら
」
の
２
施

設
が
あ
り
ま
す
。
２
施
設
と
も
今

年
１
月
に
行
わ
れ
た
「
食
の
や
ま

な
し
地
産
地
消
推
進
大
会
」
に
お

い
て
地
産
地
消
に
対
し
優
良
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、「
道
の
駅
と
よ
と
み
農
産
物
直

売
所
」
に
お
い
て
は
、
昨
年
全
国

各
地
の
農
産
物
直
売
所
１
０
３
施

設
が
参
加
し
た
「
直
売
所
甲
子
園

２
０
０
９
」
に
お
い
て
、
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
る
な
ど
高

い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

米
に
つ
い
て
は
、
化
学
肥
料
や
農

薬
の
使
用
を
抑
え
た
ブ
ラ
ン
ド
米

の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

工
業
に
つ
い
て
は
、
工
業
用
地

の
整
備
を
行
い
、
助
成
制
度
を
設

け
て
広
く
県
外
企
業
に

対
し
て
市
長
自
ら
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
に
よ
る
誘
致
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

商
業
に
つ
い
て
は
、
大

型
商
業
施
設
が
複
数
建
設

さ
れ
て
い
て
、
市
内
は
も

と
よ
り
市
外
か
ら
の
集
客

も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

医
療
健
康
に
つ
い
て

は
、
市
内
に
山
梨
大
学
医

学
部
及
び
同
学
部
附
属
病

院
が
あ
る
た
め
、
市
民
の

心
強
い
存
在
と
な
っ
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
同
大
学

と
の
連
携
に
よ
り
、
最
新

の
公
衆
衛
生
情
報
を
得
る

な
か
で
健
康
推
進
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

教
育
に
つ
い
て
は
、
国

際
性
豊
か
で
た
く
ま
し

く
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
目
指
し

て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
ケ
ア
ン
ズ
市
で
の

学
校
交
流
や
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
な
ど
に
よ
る
語
学
研
修
及
び
中
国
都
江

堰
市
都
江
堰
中
学
校
と
の
学
校
交
流
を
行
っ

て
、
現
地
の
文
化
や
歴
史
、
風
土
な
ど
に
直

接
触
れ
る
機
会
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
図
書
館
は
、
子
ど
も
の
読

書
離
れ
を
食
い
止
め
る
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
読
み

聞
か
せ
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
併
せ

て
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
、
４
ヵ
月
児

と
小
学
１
年
生
に
絵
本
を
贈
る
取
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、「
日
本
の

図
書
館　

統
計
と
名
簿
２
０
０
９
」
に
お
い

て
、
同
一
規
模
の
市
の
中
で
貸
出
し
件
数
、

蔵
書
数
、
図
書
購
入
数
に
お
い
て
日
本
一
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
人
口
の
際
に
触
れ
た
多
く
の
外

国
籍
住
民
の
方
々
に
対
し
て
は
、
小
中
学
校

と
市
民
課
へ
の
外
国
人
通
訳
の
配
置
や
市
国

際
交
流
協
会
を
主
体
と
し
た
外
国
籍
住
民
に

道の駅とよとみ

都江堰中学校交流
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向
け
て
の
日
本
語
教
室
、
外
国
籍

児
童
を
対
象
と
し
た
学
習
支
援
教

室
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
訳
に
よ
る
広

報
「
M
A
N
A
K
A
」
の
発
行
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
央
市
は
、
合
併
時
に
市
の
将
来
像
と
し

て
掲
げ
た｢

実
り
豊
か
な
生
活
文
化
都
市｣

を
目
指
し
て
、
平
成
20
年
３
月
に｢

第
１
次

中
央
市
長
期
総
合
計
画｣

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

長
期
総
合
計
画
に
お
い
て
は
、
市
の
将
来

像
「
実
り
豊
か
な
生
活
文
化
都
市｣

を
実
現

す
る
た
め
に
、「
自
立
し
た
活
力
あ
る
市
の

創
造｣

｢

自
治
力
の
確
か
な
市
の
創
造｣

｢

文

化
度
の
高
い
市
の
創
造｣

｢

安
ら
ぎ
と
ふ
れ

あ
い
の
あ
る
市
の
創
造｣

を
基
本
理
念
と
し

て
掲
げ
、
今
後
10
年
間
の
取
り
組
む
べ
き
基

本
政
策
を｢

自
治
力
の
拠
点
づ
く
り｣

、｢

暮

ら
し
の
拠
点
づ
く
り｣
、｢
や
す
ら
ぎ
の
拠
点
づ

く
り｣

、｢

活
力
と
交
流
の
拠
点
づ
く
り｣

に

纏
め
上
げ
て
各
種
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
立
し
た
活
力
あ
る
市
の
創
造

　
「
自
立
し
た
活
力
あ
る
市
の
創
造
」
を
実

現
す
る
た
め
に
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
決

定
す
る
自
治
能
力
を
高
め
る
た
め
、
市
の
行

財
政
を
効
率
化
し
、
同
時
に
、
住
民
自
治
の

拠
点
と
し
て
、
あ
る
い
は
く
ら
し
に
安
心
感

を
も
た
ら
す
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
と
し

て
、
新
た
な
市
役
所
を
創
造
し
、
ま
た
、
多

様
な
主
体
の
参
加
に
よ
り
住
民
自
ら
地
域
を

作
る
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
造
し
、

同
時
に
、
外
国
籍
住
民
が
多
い
地
域
性
を
強

み
と
し
て
、
開
か
れ
た
地
域
を
創
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
の
活
力
と
安
心
感
を
提
供
す
る

た
め
の
政
策
を
「
自
治
力
の
拠
点
づ
く
り
」

と
し
て
、
今
年
度
は
主
に
、
料
金
改
定
を
含

む
公
共
施
設
の
見
直
し
、
事
務
事
業
評
価
の

試
行
導
入
、
人
事
評
価
制
度
の
検
討
、
公
用

封
筒
の
広
告
掲
載
、
財
政
運
営
の
健
全
化
の

た
め
の
ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金
の
増
額
、
上

下
水
道
使
用
料
に
続
く
各
種
市
税
の
コ
ン
ビ

ニ
収
納
を
導
入
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

自
治
力
の
確
か
な
市
の
創
造

　
「
自
治
力
の
確
か
な
市
の
創
造
」
を
実
現

す
る
た
め
に
、道
路
や
公
共
交
通
機
関
な
ど
、

生
活
基
盤
の
整
備
を
進
め
、
生
活
環
境
を
向

上
さ
せ
、
安
心
感
を
更
に
高
め
て
、
こ
こ
ろ

豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
し
、
生
活
基
盤
に
つ

オーストラリア学校訪問

MANAKA
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い
て
は
、
住
民
の
利
便
性
の
向
上
と
魅
力
と

潤
い
の
あ
る
住
環
境
を
提
供
し
、
ま
た
、
ご

み
や
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
快
適

性
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
住
民
が
環
境
保
全
へ
の
貢
献
を
感
じ
ら
れ

る
市
を
目
指
し
、
加
え
て
、
住
民
に
安
全
と

安
心
を
提
供
す
る
た
め
、
地
域
と
の
連
携
に

よ
る
防
災･

防
犯
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、
住
ん
で
み
た
い
、
暮
ら
し
て
み
た
い

市
を
創
っ
て
い
く
た
め
の
政
策
を｢

暮
ら
し

の
拠
点
づ
く
り｣

と
し
て
、今
年
度
は
主
に
、

景
気
対
策
及
び
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推

進
と
し
て
、
市
民
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
に
対
し
て
助
成
金
を
設
け
る
こ
と
に
よ

り
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
実

現
に
寄
与
す
る
「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
助
成

事
業
」、
市
内
3
小
学
校
の
太
陽
光
発
電
整

備
事
業
、
老
朽
化
が
進
む
小
学
校
屋
内
運
動

場
の
再
整
備
、
幼
児
教
育
と
保
育
を
一
体
的

に
提
供
す
る
認
定
子
ど
も
園
の
施
設
整
備
、

図
書
館
及
び
公
園
等
駐
車
場
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

文
化
度
の
高
い
市
の
創
造

　
「
文
化
度
の
高
い
市
の
創
造
」
を
実
現
す

る
た
め
に
、
市
民
の
福
祉
の
充
実
、
学
校
教

育
、
生
涯
教
育
を
充
実
さ
せ
、
地
域
に
安
ら

ぎ
を
も
た
ら
し
、
福
祉
の
分
野
で
は
、
誕
生

か
ら
高
齢
者
に
い
た
る
全
て
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
市
を
目
指

し
、
教
育
分
野
で
は
、
児
童
･
生
徒
の
ま

ご
こ
ろ
を
は
ぐ
く
む
教
育
と
、
あ
ら
ゆ
る
世

代
の
学
ぶ
意
欲
に
応
え
る
生
涯
学
習
体
制
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
地
域
へ
の

愛
着
を
高
め
、
我
が
家
と
し
て
の
中
央
市
を

創
出
す
る
た
め
の
政
策
を
「
や
す
ら
ぎ
の
拠

点
づ
く
り
」
と
し
て
、
今
年
度
は
主
に
平
成

19
年
度
よ
り
国
の
委
託
事
業
と
し
て
行
っ
た

I
C
T
（
携
帯
電
話
･
パ
ソ
コ
ン
）
を
使
っ

た
健
康
管
理
と
保
健
指
導
を
実
施
し
て
生
活

習
慣
病
予
防
を
進
め
、
医
療
費
の
抑
制
を
図

る
「
は
じ
め
る
つ
づ
け
る
健
康
あ
っ
ぷ
事
業
」

の
単
独
事
業
化
、
高
齢
者
世
帯
等
を
対
象
に

か
か
り
つ
け
医
や
持
病
、
医
療
状
況
提
供
書

等
の
救
急
情
報
を
冷
蔵
庫
に
保
管
す
る
救
急

医
療
キ
ッ
ト
を
配
布
し
万
一
の
救
急
時
に
備

え
る
「
高
齢
者
命
の
バ
ト
ン
普
及
事
業
」、
ワ

ク
チ
ン
で
予
防
で
き
る
唯
一
の
が
ん
と
言
わ

れ
る
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
接
種
費
用
を
小
学

6
年
生
及
び
中
学
3
年
生
を
対
象
に
助
成
す

る
こ
と
で
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
守
る

「
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
」、
地
域
子
育

て
支
援
の
人
材
育
成
及
び
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
、
子
育
て
に
役
立
つ
マ
ッ
プ
の
作

成
等
を
実
施
し
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
育
て

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
「
地
域
子

育
て
創
生
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

安
ら
ぎ
と
ふ
れ
あ
い
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

 

市
の
創
造

　
「
安
ら
ぎ
と
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
市
の
創
造
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
商
工
業
や
農
林
業
な

ど
の
産
業
振
興
を
図
り
、
地
域
に
豊
か
さ
を

も
た
ら
し
、
工
業
で
は
、
山
梨
大
学
と
の
連

携
や
企
業
誘
致
に
よ
り
、
山
梨
県
に
お
け
る

工
業
の
中
心
地
と
し
て
の
地
位
を
維
持
し
、

商
業
で
は
、
店
舗
同
士
の
連
携
に
よ
り
地
域

全
体
の
底
上
げ
を
目
指
し
、
農
林
業
で
は
、

地
域
特
性
を
生
か
し
た
振
興
を
図
る
と
と
も

に
、
観
光
分
野
に
お
け
る
地
域
資
源
と
し
て

も
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
雇

用
環
境
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
市
の
収

入
と
な
る
地
方
税
の
増
収
を
図
る
た
め
の
政

策
を｢

活
力
と
交
流
の
拠
点
づ
く
り｣

と
し

て
、
今
年
度
は
主
と
し
て
、
農
業
体
験
等
を

通
じ
て
需
要
と
供
給
に
対
し
て「
食
」と「
農
」

の
理
解
を
深
め
、
地
産
地
消
の
実
践
、
推
進

を
図
る
「
農
産
物
地
産
地
消
推
進
事
業
」、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
米
作
り

を
推
進
す
る
た
め
、
環
境
保
全
型
農
業
経
営

実
験
、
米
の
種
子
採
取
圃
場
実
証
を
行
い
、

米
の
市
場
価
格
を
高
め
る
と
と
も
に
米
作
り

の
担
い
手
を
育
成
す
る
「
高
付
加
価
値
米
普

及
実
験
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
、
長
期
総
合
計
画
策
定
か
ら
5
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
時
代
の
変
化
や
策
定
項

目
の
実
施
状
況
を
見
据
え
な
が
ら
、
見
直
し

や
修
正
を
行
っ
て
い
き
、
市
の
将
来
像
で
あ

る
「
実
り
豊
か
な
生
活
文
化
都
市
」
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。
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昨
年
春
、
東
京
本
社
か
ら
山
梨
へ
赴
任
し

て
き
ま
し
た
。
何
度
か
山
梨
を
訪
れ
た
こ
と

は
あ
り
ま
し
た
が
、
一
年
半
前
に
見
た
光
景

は
と
て
も
印
象
的
な
も
の
で
し
た
。

　

中
央
自
動
車
道
で
約
１
時
間
、
笹
子
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
、
勝
沼
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

過
ぎ
る
と
、
一
面
に
ピ
ン
ク
色
の
光
景
が
広

が
っ
て
き
ま
し
た
。
や
が
て
「
日
本
一　

桃

の
里
」
の
看
板
。
遠
く
に
は
雪
を
か
ぶ
っ
た

南
ア
ル
プ
ス
や
八
ケ
岳
の
山
々
。
着
任
間
も

な
か
っ
た
昨
年
は
時
間
的
に
余
裕
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
実
は
「
来
年
こ
そ
は
」
と

心
に
期
し
て
い
た
の
で
す
。
風
景
を
撮
る
の

が
好
き
で
、
こ
の
春
は
休
み
の
日
に
カ
メ
ラ

と
三
脚
を
手
に
県
内
各
地
の
桃
や
桜
の
名
所

を
巡
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

仕
事
で
は
、
赴
任
半
年
ほ
ど
で
当
時
28
あ
っ

た
市
町
村
す
べ
て
を
訪
ね
、
市
町
村
長
や
職

員
の
方
と
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
抱
え
て
い
る
課
題

な
ど
を
伺
い
、
山
梨
の
現
状
を
知
る
上
で
大

変
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
歴
史

的
な
こ
と
や
、
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
景
色
の
良
い
場
所
、
店
な
ど
を
教
え

て
も
ら
え
る
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
と
言
え

ま
す
。

　

首
都
圏
か
ら
１
時
間
ほ
ど
で
来
ら
れ
る
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
、
山
梨
は
自
然
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
富
士
山
を
は
じ
め
と
す
る
山
、

湖
や
温
泉
が
各
地
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、モ
モ
、

ブ
ド
ウ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
な
ど
の
果
物
や
ワ
イ

ン
な
ど
の
特
産
品
も
数
え
き
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
そ
れ
ら
の
豊
富
な
観
光
資
源
を
生

か
し
き
れ
て
い
る
か
と
言
わ
れ
れ
ば
、
ま
だ

物
足
り
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
私
も
こ

ち
ら
に
来
て
実
感
す
る
ま
で
、
山
梨
の
魅
力

に
気
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
圏
央
道
で
中
央

道
と
関
越
道
が
つ
な
が
り
、
埼
玉
や
群
馬
な

ど
と
の
距
離
も
近
く
な
り
ま
し
た
。
中
部
横

断
道
が
全
線
開
通
す
れ
ば
、
静
岡
、
愛
知
方

面
と
も
高
速
道
で
結
ば
れ
ま
す
。
観
光
で
山

梨
へ
来
る
人
の
75
％
は
車
を
利
用
す
る
そ
う

で
す
。
関
東
近
県
を
中
心
と
す
る
県
外
へ
情

報
を
発
信
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
多
く
の
人
を

呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
報
道
に
携
わ
る
側
と
し
て
強
く

お
勧
め
し
た
い
の
は
、
も
っ
と
メ
デ
ィ
ア
を

活
用
し
て
地
域
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
広
告
を
出
せ
ば
費
用
が
か

か
り
ま
す
。
し
か
し
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
情
報
を
出
す
方
法
は
、
広
告
だ

け
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
一
番
効
果
的
な
の
は
、

記
事
と
し
て
載
せ
る
こ
と
な
の
で
す
。

　
「
甲
府
鳥
も
つ
煮
」
が
B
─
１
グ
ラ
ン
プ

リ
で
日
本
一
を
獲
得
し
て
大
き
な
反
響
を
呼

ん
だ
よ
う
に
、
記
事
や
番
組
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
た
も
の
は
、
広
告
よ
り
も
は
る
か
に

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
。
山
梨
県
で
は
横

内
知
事
が
積
極
的
に
国
内
外
へ
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
ロ

ン
ド
ン
や
上
海
へ
ワ
イ
ン
、
モ
モ
な
ど
県
産

品
の
Ｐ
Ｒ
に
行
か
れ
ま
し
た
が
、
写
真
付
き

の
記
事
が
関
東
や
全
国
版
に
載
れ
ば
し
め
た

も
の
で
す
。
読
む
人
の
地
域
が
限
定
さ
れ
な

い
ネ
ッ
ト
の
効
果
も
大
き
い
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

メ
デ
ィ
ア
側
も
話
題
性
の
あ
る
情
報
を
常

に
求
め
て
い
ま
す
。
企
業
か
ら
の
リ
リ
ー
ス

や
自
治
体
、
各
種
機
関
か
ら
の
案
内
な
ど
が
、

郵
便
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
毎
日
寄
せ
ら
れ

て
き
ま
す
。
こ
の
中
か
ら
各
部
デ
ス
ク
が
取

捨
選
択
す
る
わ
け
で
す
が
、
紙
面
や
番
組
の

時
間
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
デ
ス
ク

の
気
持
ち
を
引
き
つ
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
、

取
材
の
有
無
、
記
事
の
長
さ
が
決
ま
っ
て
き

ま
す
。

　

デ
ス
ク
経
験
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
と

し
た
ら
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
毎
年
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
の
案
内

を
送
る
と
し
て
、
少
し
手
を
加
え
て
「
○
○

が
初
登
場
」「
今
年
の
特
長
は
○
○
」
な
ど
の

要
素
を
そ
れ
と
な
く
入
れ
る
だ
け
で
、
受
け

取
る
側
の
関
心
度
は
高
く
な
り
ま
す
。
見
出

し
が
浮
か
ん
で
き
て
、
記
事
の
イ
メ
ー
ジ
が

ぱ
っ
と
浮
か
ぶ
か
ら
で
す
。

　

広
報
、
情
報
政
策
担
当
の
方
の
こ
こ
で
の

工
夫
が
、〝
ベ
タ
記
事
〟
で
終
わ
る
か
、
あ
る

い
は
２
段
３
段
と
見
出
し
が
立
つ
の
か
の
分

か
れ
目
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
と
、
リ
リ
ー
ス

で
知
ら
せ
る
だ
け
よ
り
も
、
記
者
会
見
を
開

け
ば
取
材
率
が
高
く
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
時
間
や
手
配
を
要
す
る
で
し
ょ

う
が
、
積
極
的
に
メ
デ
ィ
ア
を
動
か
し
て
く

だ
さ
い
。
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のやまなし特集

「低炭素社会への取り組み～新エネルギーの導入～」

［特集1］

［特集2］

　地球温暖化は、現在の人類の生活と将来の人類の生活に関わる深刻な問題であり、緊急に
取り組むべき国際的な課題となっています。
　こうしたなか、低炭素社会の実現に向けて、国、県、市町村ではさまざまな地球温暖化対策
の積極的な取り組みを行っていますが、今回の特集では、本県の豊富な自然エネルギーを活用
した、新エネルギー導入の取り組みを紹介します。

［特集3］

［特集4］

都留市総務部政策形成課
　政策担当　河野　　淳

南アルプス市総合政策部
　地球温暖化対策室　樋泉　孝司

笛吹市市民環境部ごみ減量課
　環境担当　武川　由比

北杜市
　環境課長　由井　秀樹

山梨市環境課
　新エネルギー推進担当　竹川　一郎

南アルプス市における温暖化対策

～新エネルギーの導入～

「クリーンエネルギー先進県やまなし」を目指して　

～元気くんの挑戦～
流れる水で地域が輝く　

山　梨　県

新エネルギーで環境にやさしいまちづくり

［特集5］

［特集6］

低炭素社会への取り組み

新エネルギー　山梨市の取り組み
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１
９
９
７
年
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
気
候

変
動
枠
組
条
約
の
国
際
会
議
で
採
択
さ
れ
た

京
都
議
定
書
に
よ
り
、
日
本
は
、
２
０
０
８

年
か
ら
２
０
１
２
年
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
を
１
９
９
０
年
に
比
べ
て
６
％
削
減

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
梨
県
で
は
地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す

る
た
め
、
平
成
20
年
度
に
「
山
梨
県
地
球
温

暖
化
対
策
条
例
」
に
基
づ
き
策
定
し
た
「
山

梨
県
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
に
よ
り
、

温
室
効
果
ガ
ス
を
、
２
０
１
２
年
に
29
・
１
％

削
減
（
２
０
０
５
年
比
）、
中
期
目
標
と
し
て

２
０
２
０
年
に
36
・
４
％
削
減
（
同
）、
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
２
０
５
０
年
に
は
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
と
森
林
に
よ
る
吸
収
量

が
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
と
な
る
「
Ｃ
Ｏ
２

ゼ
ロ
や
ま
な
し
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
県

民
や
企
業
、
行
政
等
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
地
球
温
暖
化
対
策
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

「
ソ
ー
ラ
ー
王
国
や
ま
な
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
向
け
て

　

今
年
度
、
県
庁
北
別
館
、
産
業
技

術
短
期
大
学
校
な
ど
の
県
有
施
設
30

施
設
に
20
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
設
備
を
整

備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
村
地
域

の
恵
ま
れ
た
資
源
を
生
か
し
、
北
杜

市
と
山
梨
市
に
最
大
2
0
0
キ
ロ

ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発
電
施
設
を
整
備

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
韮
崎
市
な
ど
４
市
や
、

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
計
画
を
提

出
し
た
民
間
事
業
者
等
が
行
う
太
陽

光
発
電
設
備
等
の
設
置
に
対
し
、
助

成
を
行
う
と
と
も
に
、
住
宅
太
陽
光

発
電
普
及
率
日
本
一
を
目
指
す
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
県
民
の
方
が

既
存
住
宅
に
融
資
を
受
け
て
太
陽
光

発
電
設
備
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、

利
息
相
当
額
に
対
し
10
万
円
を
限
度

に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
県
は
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
日
照
時

間
、
急
流
の
多
い
地
形
、
県
土
の
78
％
を
森

林
が
占
め
る
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
梨
大
学
で
は
、
長

い
時
間
を
か
け
、
燃
料
電
池
の
研
究
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
普
及
す
る
た
め
、
県
で
は
「
や

ま
な
し
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
計
画
」

を
昨
年
６
月
に
策
定
し
、
低
炭
素
社
会
の
実

現
と
経
済
の
活
性
化
の
両
立
を
目
指
し
、
４

つ
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
太
陽
光

発
電
・
小
水
力
発
電
の
普
及
促
進
、
バ
イ
オ

流
れ
る
水
で
地
域
が
輝
く  

〜
元
気
く
ん
の
挑
戦
〜

南
ア
ル
プ
ス
市
に
お
け
る
温
暖
化
対
策

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

特集特集 特集特集

都
留
市
総
務
部
政
策
形
成
課

政
策
担
当

　河
野

　

  

淳
　

北
杜
市

環
境
課
長

　由
井  

秀
樹

　

「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進
県
や
ま
な
し
」を
目
指
し
て

低
炭
素
社
会
へ
の
取
り
組
み 

〜
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
〜 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

　山
梨
市
の
取
り
組
み

南
ア
ル
プ
ス
市
総
合
政
策
部

樋
泉

　孝
司

地
球
温
暖
化
対
策
室

笛
吹
市
市
民
環
境
部
ご
み
減
量
課

武
川

　由
比

環
境
担
当

山
梨
市
環
境
課

竹
川

　一郎

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
担
当

山 

梨 

県

「
Ｃ
Ｏ
２
ゼ
ロ
や
ま
な
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
実
現

1

「
や
ま
な
し
グ
リ
ー
ン
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル

　
　
　
　
　
　

  

計
画
」を
策
定
2

太
陽
光
発
電

3産業技術短期大学校に設置した太陽光発電設備（20 キロワット）

マ
ス
利
活
用
の
促
進
、
燃
料
電
池
の
技
術
開

発
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
年
度
は
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

賦
存
量
等
調
査
を
実
施
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、

県
民
、
事
業
者
、
市
町
村
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
に
向
け
た
指
針
を
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
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ま
た
、
県
民
が
安
全
・
安
心
に
太
陽
光
発

電
設
備
の
導
入
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
事
業

者
や
県
民
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
計
画
」

　

県
で
は
、甲
府
市
下
向
山
町
の
米
倉
山
に
、

1
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発
電
所
を
建
設

す
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
計
画
を
、
東
京
電

力
㈱
と
共
同
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
10
月
か
ら
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
を

開
始
し
、
平
成
24
年
1
月
に
運
用
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。
完
成
す
れ
ば
、
一
般
家
庭

3
千
4
百
軒
分
に
相
当
す
る
約
1
千
2
百
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
の
電
力
を
発
電
し
、
約

5
千
百
ト
ン
の
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
効
果

が
見
込
め
ま
す
。

　

ま
た
、
敷
地
内
に
、
太
陽
光
発
電
な
ど
、

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
P
R
を

行
う
施
設
も
建
設
す
る
予
定
で
す
。

案
や
建
設
に
対
し
て
の
技
術
支
援
を
行
う

「
小
水
力
発
電
開
発
支
援
室
」
を
平
成
20
年
11

月
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
5
月
に
は
、
県
が
独
自
に
調
査

し
た
県
内
の
小
水
力
発
電
開
発
適
地
を
地
図

上
に
表
示
し
た
「
や
ま
な
し
小
水
力
発
電
推

進
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
マ
ッ

プ
に
は
発
電
可
能
な
98
地
点
が
掲
載
さ
れ
、

す
べ
て
の
地
点
で
小
水
力
発
電
が
開
発
さ
れ

た
場
合
に
は
、
発
電
力
は
約
2
万
2
千
キ
ロ

ワ
ッ
ト
と
な
り
、
約
9
万
4
千
ト
ン
の
二
酸

化
炭
素
排
出
抑
制
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
北
杜
市
の

峡
北
地
域
広
域
水
道
企
業
団
の
上
水
道
を
利

用
し
た
塩
川
第
二
発
電
所
と
、
富
士
河
口
湖

町
の
ト
ン
ネ
ル
湧
水
を
利
用
し
た
若
彦
ト
ン

ネ
ル
湧
水
発
電
所
を
今
年
4
月
に
運
用
開
始

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
深
城
ダ
ム
の
放
流

水
を
利
用
し
た
発
電
所
の
建
設
に
着
手
す
る

と
と
も
に
、
砂
防
ダ
ム
を
利
用
し
た
発
電
所

に
つ
い
て
も
身
延
町
の
大
城
川
砂
防
ダ
ム
地

点
に
お
い
て
可
能
性
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
削
減
す
る

た
め
、
小
水
力
発
電
の
普
及
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

豊
か
な
水
資
源
の
活
用

　

豊
か
な
水
資
源
と
、
周
囲
を
3
千
メ
ー
ト

ル
級
の
高
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
地
形
を
持
つ

本
県
で
は
、
水
力
発
電
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
県
で
も
、
早
川
や
笛
吹
川
の
20
カ

所
で
発
電
を
行
い
、
1
年
間
に
13
万
軒
分
（
山

梨
県
の
一
般
家
庭
の
約
40
%
に
相
当
）
の

使
用
電
力
量
に
あ
た
る
約
4
億
7
千
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
の
電
力
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
豊
か
な
水
資
源
を
さ
ら
に
有
効
活
用

す
る
た
め
、
小
水
力
発
電
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
小
水
力
発
電
は
、
河
川
の
落
差
、

上
下
水
道
や
農
業
用
水
路
な
ど
を
活
用
し
て

発
電
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
太
陽

光
発
電
と
違
い
、
水
量
が
あ
れ
ば
夜
間
も
発

電
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

「
小
水
力
発
電
開
発
支
援
室
」
を
設
置

　

県
で
は
、
小
水
力
開
発
を
希
望
す
る
市
町

村
、
民
間
企
業
、
N
P
O
な
ど
に
、
計
画
立

小
水
力
発
電

4 内陸部最大規模となる米倉山太陽光発電所（仮称）の完成予想図

若彦トンネル湧水発電所
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燃
料
電
池
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
有
効

な
手
段
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
組
み
込
ん
だ
自
動
車
や
発
電
シ
ス
テ

ム
な
ど
、
新
た
な
製
品
開
発
に
よ
る
産
業
の

発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
山
梨
大
学
を
中
心

に
行
わ
れ
て
い
る
燃
料
電
池
の
研
究
開
発
を

核
と
し
な
が
ら
、
研
究
活
動
の
支
援
や
山
梨

か
ら
技
術
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
燃
料

電
池
関
連
産
業
の
集
積
・
育
成
に
取
り
組
み
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
講
師
に

よ
る
技
術
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
、
燃
料
電
池
自

動
車
の
試
乗
会
等
の
開
催
に
加
え
、
燃
料
電

池
自
動
車
の
走
行
に
不
可
欠
な
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

山梨大学の研究拠点
山梨大学燃料電池ナノ材料研究センター

県が導入した
燃料電池ハイブリッド乗用車

燃
料
電
池

6

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
は

　

植
物
に
由
来
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
、

再
生
が
可
能
な
資
源
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
も
利
用
で
き
る
も
の
で
す
。
森
林
の

伐
採
現
場
に
残
さ
れ
て
い
る
丸
太
や
、
製
材

所
で
発
生
す
る
端
材
な
ど
を
チ
ッ
プ
や
ペ

レ
ッ
ト
に
加
工
し
、
ボ
イ
ラ
ー
や
ス
ト
ー
ブ

の
燃
料
と
し
て
、
化
石
燃
料
の
替
わ
り
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

石
油
な
ど
の
化
石
資
源
と
違
い
、
バ
イ
オ

マ
ス
の
燃
焼
時
に
出
る
二
酸
化
炭
素
は
、
も

と
も
と
大
気
中
に
あ
っ
た
二
酸
化
炭
素
を
光

合
成
に
よ
り
植
物
が
固
定
し
た
も
の
で
、
適

切
な
量
を
利
用
し
て
い
く
限
り
、
再
び
森
林

が
吸
収
す
る
た
め
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

が
増
加
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
循

環
型
社
会
の
構
築
と
い
う
点
か
ら
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
が
注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
推
進

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
す
る

た
め
に
は
、
利
用
可
能
な
資
源
の

安
定
的
な
確
保
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
本
県
に
は
豊
富
な
森
林
資
源

が
あ
り
ま
す
が
、
地
形
が
険
し
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
現
状
で
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
と
し
て
利
用
で
き
る
量

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
利
用
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
て
、
利
用
可
能
な
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
情
報
を
収
集
・
発
信
す
る
と
と
も
に
、
関

連
す
る
事
業
者
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進

め
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
今

年
度
か
ら
、
北
杜
市
に
あ
る
㈱
清
里
の
森
管

理
公
社
の
管
理
棟
に
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
を

設
置
す
る
ほ
か
、
甲
府
市
の
武
田
の
杜
な
ど

県
民
が
多
く
利
用
す
る
県
有
施
設
５
箇
所
に

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
し
て
、
施
設
利

用
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
県
民
に
地
域
の
森

林
資
源
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス

5（財）キープ協会のペレットボイラー
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流
れ
る
水
で
地
域
が
輝
く  

〜
元
気
く
ん
の
挑
戦
〜

南
ア
ル
プ
ス
市
に
お
け
る
温
暖
化
対
策

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

特集特集 特集特集

都
留
市
総
務
部
政
策
形
成
課

政
策
担
当

　河
野

　

  

淳
　

北
杜
市

環
境
課
長

　由
井  

秀
樹

　

「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進
県
や
ま
な
し
」を
目
指
し
て

低
炭
素
社
会
へ
の
取
り
組
み 

〜
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
〜 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

　山
梨
市
の
取
り
組
み

南
ア
ル
プ
ス
市
総
合
政
策
部

樋
泉

　孝
司

地
球
温
暖
化
対
策
室

笛
吹
市
市
民
環
境
部
ご
み
減
量
課

武
川

　由
比

環
境
担
当

山
梨
市
環
境
課

竹
川

　一郎

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
担
当

山 

梨 

県

　

都
留
市
は
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
で
あ

り
、
城
下
町
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
江

戸
時
代
初
期
に
は
、
領
民
の
生
活
の
質
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
、
時
の
領
主
秋
元
但
馬
守

泰
朝
に
よ
っ
て
谷
村
大
堰
（
ヤ
ム
ラ
オ
オ
セ

ギ
）
が
開
削
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
堰
は
、

一
級
河
川
の
桂
川
か
ら
水
を
取
り
入
れ
、
寺

川
（
テ
ラ
ガ
ワ
）、
中
川
（
ナ
カ
ガ
ワ
）、
家

中
川（
カ
チ
ュ
ウ
ガ
ワ
）等
の
河
川
に
分
岐
し
、

市
街
地
を
縦
横
に
流
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
農
業
用
水
と
し
て
利
用

さ
れ
た
ほ
か
、
昔
か
ら
川
べ
り
に
は
数
多
く

の
水
車
が
設
置
さ
れ
、
精
米
や
製
粉
、
絹
織

物
の
織
機
の
動
力
源
や
染
色
な
ど
幅
広
く
利

用
さ
れ
、
地
域
経
済
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
て
き
ま
し
た
。

　

明
治
36
年
、
谷
村
電
燈
株
式
会
社
に
よ
っ

て
出
力
70
k
W
の
三
の
丸
発
電
所
（
谷
村
発

電
所
）
が
建
設
さ
れ
、
都
留
市
は
山
梨
県
内

で
2
番
目
に
電
燈
の
灯
る
ま
ち
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、こ
の
後
も
夏
狩
発
電
所
を
は
じ
め
、

多
く
の
水
力
発
電
施
設
が
建
設
さ
れ
ま
し
た

が
、
戦
後
の
経
済
成
長
期
の
中
で
、
効
率
の

良
い
大
型
の
発
電
所
以
外
は
徐
々
に
姿
を
消

し
て
い
き
ま
し
た
。

水
と
水
車
、水
力
発
電
の
ま
ち「
つ
る
」1

　

化
石
燃
料
の
大
量
消
費
に
よ
り
引
き
起
こ

さ
れ
る
地
球
規
模
の
環
境
問
題
に
対
応
す
る

た
め
、
都
留
市
で
は
、
様
々
な
取
り
組
み
を

始
め
ま
し
た
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、

平
成
15
年
2
月
に
「
都
留
市
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
を
推
進
す
る
体
制
を
作
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ
る
2
年
前

各
主
体
の
取
り
組
み
、
そ
し
て
、

　
　
　

小
水
力
発
電
所
の
建
設
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
市
民
・
学
術
機
関
・
行
政
の
協
働
～

2
の
平
成
13
年
、
東
京
電
力
㈱
O
B
や
教
員

O
B
、
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
等
の
市
民
が

集
ま
り
、
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
を
研
究
す
る

「
都
留
水
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
」
が
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。
山
梨
県
内
で
2
番
目
に
電
燈
の

灯
っ
た
誇
り
を
共
有
し
て
立
ち
上
が
っ
た
こ

の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
準
用
河
川
の
家
中
川

を
実
験
フ
ィ
ー
ル
ド
に
定
め
、
水
量
や
流
速

の
測
定
、
発
電
機
の
設
置
と
発
電
実
験
、
さ

ら
に
は
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
の
普
及
啓
発
等

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
か
ら
は
、
信
州
大
学
工
学
部
の

池
田
敏
彦
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
マ
イ

ク
ロ
水
力
発
電
実
験
機
を
市
役
所
前
の
家
中

川
に
設
置
し
、
発
電
デ
ー
タ
の
収
集
や
発
光

ダ
イ
オ
ー
ド
を
使
用
し
た
電
飾
照
明
を
点
灯

す
る
な
ど
の
実
験
を
始
め
ま
し
た
。
加
え
て
、

市
内
の
県
立
谷
村
工
業
高
校
で
も
マ
イ
ク
ロ

水
力
発
電
の
研
究
が
始
ま
り
、
マ
イ
ク
ロ
水

力
発
電
の
電
力
を
活
用
し
、
人
工
ル
ビ
ー
を

つ
く
る
実
験
等
の
ほ
か
、
市
民
へ
の
啓
発
活

動
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
に
関
す

る
動
き
が
活
発
化
す
る
中
、
市
で
は
、
平
成

16
年
4
月
29
日
の
都
留
市
制
50
周
年
を
記
念

し
、
水
の
ま
ち
都
留
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

小
水
力
発
電
所
の
建
設
を
決
め
ま
し
た

（
1
）「
元
気
く
ん
1
号
」
の
概
要

　

川
幅
が
3
m
あ
る
市
役
所
敷
地
内
の
家
中

川
に
バ
イ
パ
ス
を
設
け
て
建
設
さ
れ
た
「
元

気
く
ん
1
号
」
は
、
直
径
6
m
で
最
大
出

力
20
k
W
の
木
製
開
放
型
下
掛
け
水
車
で
、

2
・
0
m
の
落
差
を
活
用
し
て
発
電
し
て
い

ま
す
。
発
電
さ
れ
た
電
力
は
、
市
役
所
本
庁

舎
の
高
圧
受
電
設
備
に
連
系
し
て
市
役
所
の

電
源
と
し
て
利
用
し
、
休
日
、
夜
間
等
に
余

剰
電
力
が
発
生
し
た
場
合
は
、
東
京
電
力

（株）

に
売
電
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
事
業
費
は
約
4
、
3
0
0
万
円
で
、
財

源
内
訳
は
、
N
E
D
O
の
補
助
金
が
約
1
、

5
0
0
万
円
、住
民
参
加
型
市
場
公
募
債
（
つ

家
中
川
小
水
力
市
民
発
電
所

「
元
気
く
ん
１
号
」「
元
気
く
ん
２
号
」3

13
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る
の
お
ん
が
え
し
債
）
が
1
、7
0
0
万
円
、

市
費
が
約
1
、
1
0
0
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
格
稼
動
は
平
成
18
年
4
月
6
日
で
あ
り
、

河
川
工
事
等
で
川
の
水
が
止
め
ら
れ
た
時
を

除
き
、
24
時
間
休
ま
ず
稼
動
し
て
い
ま
す
。

（
2
）
ア
ク
ア
バ
レ
ー
つ
る
構
想
と

　
　

  「
元
気
く
ん
2
号
」

　

都
留
市
で
は
、
元
気
く
ん
1
号
が
稼
働
し

始
め
た
平
成
18
年
度
に
、
小
水
力
発
電
を
交

流
人
口
の
増
加
や
地
域
振
興
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
た
「
ア
ク
ア
バ
レ
ー
つ
る

構
想
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

様
々
な
水
力
発
電
を
学
べ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
の

整
備
計
画
が
検
討
さ
れ
、「
元
気
く
ん
2
号
」

の
建
設
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
「
元
気
く
ん
2
号
」
は
、
か
つ
て
三
の
丸
発

電
所
の
あ
っ
た
場
所
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

直
径
が
3
m
で
最
大
出
力
19
k
W
の
金
属

製
開
放
型
上
掛
け
水
車
で
、
3
・
5
m
の
落

差
を
活
用
し
て
発
電
し
て
い
ま
す
。
発
電
さ

れ
た
電
力
は
、「
元
気
く
ん
1

号
」
と
同
じ
く
市
役
所
本
庁

舎
の
高
圧
受
電
設
備
に
連
系

し
て
お
り
、
余
剰
電
力
は
東

京
電
力

（株）
に
売
電
し
て
い
ま

す
。

　

総
事
業
費
は
約
6
、

2
0
0
万
円
で
、
財
源
内
訳

は
、
N
E
P
C
等
の
補
助
金

が
約
3
、
2
1
0
万
円
、
住

民
参
加
型
市
場
公
募
債
（
つ

る
の
お
ん
が
え
し
債
）
が
2
、

3
6
0
万
円
、
市
費
が
約

6
3
0
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

（
3
）「
つ
る
の
お
ん
が
え
し

債
」
で
つ
く
ら
れ
た
市
民
発

電
所 

　

二
つ
の
元
気
く
ん
の
建
設

に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
参
加

型
市
場
公
募
債
を
発
行
し
て

市
民
に
協
力
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
地
球
環
境
に
対
す

る
都
留
市
民
の
感
謝
の
気
持

（
1
）
稼
動
実
績

　
「
元
気
く
ん
１
号
」
は
、
年
間
6
0
、

0
0
0
k
W
h
強
程
度
の
電
力
を
発
電
で

き
、
市
役
所
の
電
力
と
し
て
活
用
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
平
成
18
年
度
や
平
成
21
年
度
は

家
中
川
の
河
川
改
修
工
事
や
「
元
気
く
ん
２

号
」
建
設
工
事
等
に
よ
り
河
川
の
水
を
止
め

て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
た
め
、
発
電
量
も
減

少
し
て
い
ま
す
。

（
2
）
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書
の
発
行

　

平
成
21
年
度
よ
り
、「
元
気
く
ん
1
号
」

が
生
み
出
す
〝
二
酸
化
炭
素
を
排
出
せ
ず
に

発
電
し
た
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
〟
と
い

う
環
境
価
値
を
「
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書
」
と

し
て
販
売
す
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
都
留
市
が
発
行
事
業
者
と
し
て
認

め
ら
れ
た
（
自
治
体
と
し
て
は
初
）
こ
と

に
よ
っ
て
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
販
売
に
よ

る
収
益
は
、
環
境
政
策
の
原
資
と
し
て
活

用
さ
れ
、
21
年
度
は
4
3
、0
0
0
k
W
h

分
の
証
書
を
販
売
し
、
22
年
度
も
4
1
、

0
0
0
k
W
h
の
証
書
を
販
売
し
ま
す
。
ま

た
、
小
水
力
発
電
の
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書
だ

け
で
な
く
、
市
内
の
太
陽
光
発
電
を
設
置
し

て
い
る
家
庭
か
ら
環
境
価
値
を
買
い
取
り
、

太
陽
光
発
電
の
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書
と
し
て

販
売
す
る
都
留
市
ソ
ー
ラ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

元
気
く
ん
か
ら
生
ま
れ
る
可
能
性
4

市役所と「元気くん１号」

ち
を
込
め
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
環

境
負
荷
の
軽
減
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
こ
の
公
募
債
は
、「
つ
る
の
お
ん
が
え
し

債
」
と
命
名
し
ま
し
た
。
購
入
対
象
者
を
20

歳
以
上
の
市
民
に
限
定
し
、
購
入
限
度
を
5

口
（
1
口
10
万
円
）、
利
率
は
発
行
当
時
の
国

債
に
0
・
1
％
上
乗
せ
し
た
割
合
と
し
、
5

年
満
期
一
括
償
還
と
し
ま
し
た
。

　
「
元
気
く
ん
１
号
」
建
設
時
は
、
県
内
初
の

試
み
で
あ
っ
た
た
め
応
募
状
況
を
心
配
し
ま

し
た
が
、
金
額
ベ
ー
ス
で
6
、
8
2
0
万
円

（
募
集
金
額
1
、
7
0
0
万
円
の
4
・
０
１
倍
）

の
申
込
み
が
あ
り
、
水
車
建
設
に
対
す
る
多

く
の
市
民
の
賛
同
の
気
持
ち
を
感
じ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
元
気
く
ん
２
号
」

建
設
時
も
、
3
、
1
9
0
万
円
（
募
集
金
額

2
、
3
6
0
万
円
の
1
・
３
５
倍
）
の
申
し

込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
２
つ
の
元
気
く
ん
は
事
業

の
立
ち
上
げ
か
ら
建
設
資
金
に
至
る
ま
で
、

市
民
の
協
力
に
よ
っ
て
実
現
し
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
小
水
力
発
電
所
を
『
家
中
川
小
水
力
市

民
発
電
所
』
と
し
、
多
く
の
方
々
に
紹
介
し

て
い
ま
す
。
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年　度
市役所

電気使用量
元気くん
発電量

元気くんで
削減した

市役所消費
電力の割合

平成 18 年度 　414,237
　　　kWh

　45,387
　　kWh 11.0%

平成 19 年度 　424,627
　　　kWh

　60,877
　　kWh 14.3%

平成 20 年度 　420,643
　　　kWh

　63,445
　　kWh 15.1%

平成 21 年度 　448,129
　　　kWh

　45,109
　　kWh 10.1%

合　計 1,707,636
　　　kWh

214,818
　　kWh 12.6%

表　市役所の電気使用量と元気くん1号の発電実績（
3
）
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
バ
ラ
ン
ス
タ
ウ
ン

　
　

  

つ
る

　

都
留
市
で
は
、
ア
ク
ア
バ
レ
ー
構
想
の
実

現
と
「
小
水
力
発
電
の
ま
ち 

つ
る
」
の
さ
ら

な
る
推
進
の
た
め
、「
元
気
く
ん
１
号
」「
元

気
く
ん
２
号
」
に
続
き
、
鉄
製
開
放
型
ら
せ

ん
水
車
の
「
元
気
く
ん
３
号
」
の
建
設
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
21

年
度
に
は
小
水
力
発
電
に
よ
る
電
力
も
活
用

し
た
「
都
留
市
エ
コ
ハ
ウ
ス
」
や
、
小
水
力

発
電
に
よ
る
電
力
と
豊
か
な
水
を
使
っ
た
水

耕
栽
培
展
示
施
設
で
あ
る
「
植
物
栽
培
設
備
」

を
設
置
し
、
小
水
力
発
電
で
生
み
出
さ
れ
た

電
力
の
活
用
方
法
も
合
わ
せ
て
学
習
で
き
る

フ
ィ
ー
ル
ド
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
小
水
力
発
電
の
取
り
組
み
を
核
に

広
が
っ
た
様
々
な
環
境
に
関
す
る
取
り
組
み

を
発
展
さ
せ
、〝
豊
か
な
環
境
を
、
歴
史
の
中

継
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
守
り
、
育
て
、
そ
し

て
後
世
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、
地
域
資
源

と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
、
健
康
的
で
環
境

の
持
続
性
を
大
切
に
す
る
市
民
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
確
立
す
る
中
で
、
環
境
を
テ
ー
マ

と
す
る
地
域
産
業
の
振
興
に
繋
げ
る
〟『
エ
コ

ロ
ジ
カ
ル
・
バ
ラ
ン
ス
タ
ウ
ン
』
の
実
現
を

目
指
し
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
小
水
力
発
電
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

ま
ち
と
し
て
、
今
後
も
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

図　グリーン電力証書システム概念図
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流
れ
る
水
で
地
域
が
輝
く  

〜
元
気
く
ん
の
挑
戦
〜

南
ア
ル
プ
ス
市
に
お
け
る
温
暖
化
対
策

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

特集特集 特集特集

都
留
市
総
務
部
政
策
形
成
課

政
策
担
当

　河
野

　

  

淳
　

北
杜
市

環
境
課
長

　由
井  

秀
樹

　

「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進
県
や
ま
な
し
」を
目
指
し
て

低
炭
素
社
会
へ
の
取
り
組
み 

〜
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
〜 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

　山
梨
市
の
取
り
組
み

南
ア
ル
プ
ス
市
総
合
政
策
部

樋
泉

　孝
司

地
球
温
暖
化
対
策
室

笛
吹
市
市
民
環
境
部
ご
み
減
量
課

武
川

　由
比

環
境
担
当

山
梨
市
環
境
課

竹
川

　一郎

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
担
当

山 

梨 

県

　

本
市
で
は
平
成
17
年
に
策
定
し
た
「
第
一

次
南
ア
ル
プ
ス
市
総
合
計
画
」
の
基
本
政
策

「
快
適
で
心
の
か
よ
い
あ
う
都
市
づ
く
り
」
の

中
で
、「
自
然
と
共
生
す
る
地
域
づ
く
り
」
を

施
策
と
し
て
掲
げ
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
平
成
18
年
に
「
南
ア
ル
プ

ス
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

定
し
、
本
市
に
お
け
る
有
望
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
報
告
さ
れ
た
「
太
陽
光
発
電
」「
小
水

力
発
電
」「
バ
イ
オ
マ
ス
」
を
重
点
的
に
温
暖

化
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
平
成
21
年
４
月
に
は
温
暖
化
対
策

の
専
門
部
署
と
し
て
総
合
政
策
部
内
に
地
球

温
暖
化
対
策
室
を
設
け
、
温
暖
化
対
策
の
施

策
を
加
速
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
梨
県
は
全
国
で
も
屈
指
の
日
照
時
間
を

誇
っ
て
い
ま
す
。
本
市
は
山
梨
県
内
に
お
い

て
も
比
較
的
日
照
時
間
が
長
く
、
太
陽
光
を

利
用
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
非
常
に

適
し
て
い
る
地
域
だ
と
言
え
ま
す
。
平
成
15

年
に
市
内
の
小
学
校
に
太
陽
光
発
電
設
備
を

導
入
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
今
年
度
末
ま
で

に
は
計
17
施
設
に
総
発
電
容
量
４
０
０
ｋ
W

の
太
陽
光
発
電
設
備
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で

す
。
特
に
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
22
年
度
に

か
け
て
は
文
部
科
学
省
の
提
唱
す
る
「
ス
ク
ー

ル
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」
構
想
事
業
に
の
っ
と

り
、
構
造
上
設
置
が
可
能
な
小
中
学
校
に
は

全
て
太
陽
光
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
回
導
入
が
で
き
な
か
っ
た
小
中
学
校
に
つ

い
て
は
、
学
校
の
改
修
等
に
併
せ
て
整
備
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

日
本
第
二
位
の
高
峰
北
岳
を
中
心
と
し
た

南
ア
ル
プ
ス
連
峰
を
有
す
る
本
市
は
、
南
ア

ル
プ
ス
を
源
流
と
す
る
流
量
豊
か
な
川
が
市

内
に
複
数
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
恵
ま
れ
た

水
を
利
用
し
た
小
水
力
発
電
の
可
能
性
に
つ

い
て
調
査
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
平
成
19
年
度
か
ら
金
山
沢
川
水
力
発

電
所
の
整
備
事
業
に
着
手
し
、
平
成
22
年
2

月
よ
り
発
電
所
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
電
所
は
南
ア
ル
プ
ス
山
麓
の
玄
関

温
暖
化
対
策
取
り
組
み
へ
の
背
景
1

太
陽
光
発
電
設
備
の
整
備

2
小
水
力
発
電
所
の
整
備

3

市内の学校に導入されている太陽光発電
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（
１
）
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
導
入
検
討

　

本
市
は
果
樹
栽
培
が
非
常
に
さ
か
ん
な
地

域
で
あ
り
、
毎
年
果
樹
園
か
ら
相
当
量
の
剪

定
枝
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
剪
定
枝
を

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か

を
検
討
す
べ
く
、
回
収

を
行
い
木
質
の
燃
料
と

な
る
「
ペ
レ
ッ
ト
」
に

加
工
す
る
実
証
実
験
を

平
成
21
年
度
に
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
実
証
実
験
に
併

せ
て
、
市
内
の
農
家
の

協
力
を
得
て
、
ハ
ウ
ス

栽
培
の
ト
マ
ト
を
本
市

で
加
工
し
た
「
ペ
レ
ッ

ト
」
で
加
温
す
る
実
験

も
行
い
ま
し
た
。
こ
の

栽
培
方
法
は
通
常
の
化

石
燃
料
（
重
油
）
の
代

替
燃
料
と
し
て
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
（
ペ
レ
ッ
ト
）

を
利
用
し
て
い
る
た

め
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
観
点
か
ら

C
O
2
の
排
出
を
抑

え
た
ト
マ
ト
栽
培
と
い

え
ま
す
。
こ
の
栽
培
さ

れ
た
ト
マ
ト
を
「
エ
コ

ト
マ
ト
」
と
し
て
、
県

内
の
ス
ー
パ
ー
や
市
の

イ
ベ
ン
ト
等
で
テ
ス
ト
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
更
に
環
境
省
の
モ
デ
ル
事
業
の
採

択
を
受
け
、
ト
マ
ト
に
環
境
省
が
認
定
し
た

ラ
ベ
ル
を
付
与
し
た
「
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ

ト
ト
マ
ト
」
と
し
て
市
場
に
お
い
て
テ
ス
ト

バ
イ
オ
マ
ス
の
導
入

金山沢川のえん堤と水力発電所

金山沢川発電所で使われているクロスフロー水車金山沢川水力発電所出力状況　
http://www.city.minami―alps.yamanashi.jp/kanayamasawa―power/

口
で
あ
る
芦
安
地
区
を
流
れ
る
金
山
沢
川
に

設
置
さ
れ
て
お
り
、
川
の
「
砂
防
え
ん
堤
」

を
利
用
し
た
全
国
で
も
珍
し
い
工
法
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
砂
防
え
ん
堤
部
か
ら
取
水
さ

れ
た
水
は
有
効
落
差
42
m
を
利
用
し
最
大
出

力
1
0
0
k
W
の
発
電
を
可
能
と
し
て
い
ま

す
。
発
電
さ
れ
た
電
力
は
、
近
接
す
る
公
共

施
設
「
南
ア
ル
プ
ス
芦
安
山
岳
館
」
等
へ
供

給
し
て
お
り
、
年
間
約
4
0
0
t
の
C
O
2

の
削
減
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

4
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南
ア
ル
プ
ス
市
は
自
然
環
境
に
非
常
に
恵

ま
れ
た
地
域
で
す
。
そ
の
豊
か
な
自
然
環
境

か
ら
生
み
出
さ
れ
る
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を

活
用
し
、
本
市
の
特
性
に
あ
っ
た
効
果
的
な

温
暖
化
対
策
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、「
地
域

活
性
化
」
や
「
市
民
へ
の
啓
発
」、「
財
政
負

担
の
軽
減
」
等
の
課
題
と
リ
ン
ク
さ
せ
な
が

ら
率
先
的
な
事
業
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に

5

販
売
を
行
う
予
定
で
す
。
こ
の
モ
デ
ル
事
業

を
通
し
て
、
市
内
の
ハ
ウ
ス
農
家
へ
の
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
普
及
に
よ
る
「
地
球
温
暖
化

対
策
」
と
環
境
付
加
価
値
を
付
加
し
た
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
「
地
域
農
業
の
活

性
化
」
の
２
つ
の
側
面
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
2
）
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
廃
食
油

　
　

  

市
内
循
環
モ
デ
ル
事
業

　

本
年
度
よ
り
市
に
導
入
さ
れ
た
「
南
ア
ル

プ
ス
市
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
協
働
事
業
」

制
度
に
基
づ
き
、
市
内
の
N
P
O
法
人
と
環

境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
協
働
に
よ
り
、
廃

食
油
の
回
収
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
内

の
一
般
家
庭
か
ら
回
収
さ
れ
た
廃
食
油
は
精

製
会
社
に
引
き
渡
さ
れ
、
B
D
F
（
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
）
に
精
製
さ
れ
、
そ
の
燃

料
は
市
の
公
用
車
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

燃
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
で
は
、
回
収
事
業
と
と
も
に
市
民
へ
の
啓

発
事
業
も
行
わ
れ
て
お
り
、
回
収
し
た
油
の

一
部
を
使
用
し
、
子
ど
も
を
対
象
に
ロ
ウ
ソ

ク
や
石
鹸
を
つ
く
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
啓
発
事
業
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に
対

す
る
環
境
教
育
を
行
う
と
同
時
に
、
子
ど
も

た
ち
が
作
っ
た
ロ
ウ
ソ
ク
や
石
鹸
を
家
庭
に

持
ち
帰
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
か
ら
出
る
廃

食
油
を
回
収
し
て
い
る
こ
と
を
効
果
的
に
周

知
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
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流
れ
る
水
で
地
域
が
輝
く  

〜
元
気
く
ん
の
挑
戦
〜

南
ア
ル
プ
ス
市
に
お
け
る
温
暖
化
対
策

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

特集特集 特集特集

都
留
市
総
務
部
政
策
形
成
課

政
策
担
当

　河
野

　

  

淳
　

北
杜
市

環
境
課
長

　由
井  

秀
樹

　

「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進
県
や
ま
な
し
」を
目
指
し
て

低
炭
素
社
会
へ
の
取
り
組
み 

〜
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
〜 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

　山
梨
市
の
取
り
組
み

南
ア
ル
プ
ス
市
総
合
政
策
部

樋
泉

　孝
司

地
球
温
暖
化
対
策
室

笛
吹
市
市
民
環
境
部
ご
み
減
量
課

武
川

　由
比

環
境
担
当

山
梨
市
環
境
課

竹
川

　一郎

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
担
当

山 

梨 

県

　

甲
府
盆
地
の
東
寄
り
に
位
置
す
る
笛
吹
市

で
は
、
盆
地
の
北
部
や
東
部
、
南
部
の
山
岳

丘
陵
地
帯
か
ら
流
れ
る
水
系
を
集
め
、
笛
吹

川
が
盆
地
中
央
部
を
西
に
向
か
っ
て
流
れ
て

い
ま
す
。
扇
状
地
と
平
野
が
広
が
り
、
そ
の

背
後
に
は
御
坂
山
系
の
山
々
が
連
な
っ
て
い

ま
す
。
笛
吹
市
は
、
桃
や
ぶ
ど
う

の
代
表
的
な
産
地
で
あ
り
、
春
に

は
咲
き
誇
る
桃
の
花
で
彩
ら
れ
た

ピ
ン
ク
の
じ
ゅ
う
た
ん
が
市
内
一

面
に
広
が
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
、

市
内
に
は
水
芭
蕉
や
に
ほ
ん
す
ず

ら
ん
の
群
生
地
な
ど
が
あ
り
、
豊

か
な
自
然
や
四
季
折
々
の
景
観
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
20
年
3
月
、
笛
吹
市
で
は
、

将
来
へ
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

第
一
次
笛
吹
市
総
合
計
画
を
策
定

し
、
そ
の
中
で
、「
環
境
に
や
さ

し
く
、
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
構
想

に
掲
げ
ま
し
た
。
そ
の
具
体
的
な

施
策
と
し
て
、「
笛
吹
市
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
」
を
策
定
し
、

市
役
所
が
事
務
事
業
に
伴
い
排
出

す
る
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す
た
め

に
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
節
電

や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
の
取
り
組

　

平
成
20
年
度
に
は
、「
農
と
食
と
微
生
物
を

活
か
し
た
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
バ
イ
オ

マ
ス
の
郷
づ
く
り
」
を
目
指
し
、「
笛
吹
市
バ

イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
構
想
に
は
、
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
の
チ
ッ

プ
化
、
生
ご
み
の
堆
肥
原
料
化
、
廃
食
油
の

B
D
F
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
）
化
の

3
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。
廃
食
油
の
B
D
F

化
に
つ
い
て
は
、
策
定
前
の
平
成
19
年
2
月

に
B
D
F
プ
ラ
ン
ト
が
竣
工
し
、
廃
食
油
の

回
収
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
し
た

が
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
で
は
そ
の
取

り
組
み
を
1
つ
の
柱
と
し
ま
し
た
。

　

廃
食
油
の
回
収
は
、
一
般
家
庭
、
市
立
保

育
所
・
市
内
小
中
学
校
給
食
調
理
場
を
対
象

に
行
っ
て
い
ま
す
。
回
収
さ
れ
た
廃
食
油
は

B
D
F
プ
ラ
ン
ト
に
持
ち
込
ま
れ
、
そ
こ
で
精

製
さ
れ
た
燃
料
が
給
食
運
搬
車
や
ご
み
収
集
車

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
合
計
で
廃

食
油
1
2
、2
5
5
ℓ
を
回
収
し
、
9
、3
0
0

ℓ
の
B
D
F
を
精
製
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

1
3
、0
0
0
ℓ
を
回
収
し
、
9
、5
0
0
ℓ
の

B
D
F
を
精
製
す
る
予
定
で
す
。

　

市
民
の
方
の
廃
食
油
の
持
ち
込
み
に
つ
い

て
は
、
平
日
市
役
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
今
年
度
は
試
験
的
に

市
内
7
地
域
の
資
源
ご
み
回
収
日
に
合
わ
せ

て
廃
食
油
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
資
源
ご

み
回
収
日
当
日
、
各
地
域
の
資
源
ご
み
回
収

場
所
へ
市
役
所
職
員
が
出
向
き
、
市
民
の
方

が
資
源
ご
み
と
一
緒
に
持
ち
込
ん
だ
廃
食
油

を
受
け
取
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
を

　
　
　
　
　
　
　
　

 

目
指
し
て
1

廃
食
油
の
燃
料
で

　
　

  

地
球
温
暖
化
対
策
に
貢
献
2

笛吹市の春の景観

み
を
行
っ
て
お
り
、
太
陽
光
等
の
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
利
活
用
も

図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年
度
は
笛
吹

市
の
環
境
分
野
に
お
け
る
指
針
と
な
る
「
環

境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
笛
吹
市
・
甲
府
市
・
山
梨
市
・
甲

州
市
の
4
市
は
一
部
事
務
組
合
を
設
立
し
、

境
川
町
に
整
備
を
進
め
て
い
る
ご
み
の
中
間

処
理
施
設
に
お
い
て
、
ご
み
を
焼
却
溶
融
す

る
際
に
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
高

効
率
発
電
も
計
画
し
て
い
ま
す
。



のやまなし特集 のやまなし特集

20

　

笛
吹
市
で
は
、
昨
年
度
ま
で
に
市
役
所

庁
舎
や
笛
吹
市
消
防
本
部
な
ど
6
カ
所
の

市
内
公
共
施
設
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設

置
し
ま
し
た
。
中
に
は
、
発
電
量
の
表
示

パ
ネ
ル
が
取
り
付
け
ら
れ
た
施
設
も
あ
り
、

訪
れ
た
方
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
発
電
量
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
全
施
設
合
計
で
年
間

８
５
、9
8
9
k
W
h
を
発
電
し
、
そ
の
う
ち

約
90
%
の
電
力
が
各
施
設
で
使
用
さ
れ
、
残

り
約
10
%
を
売
電
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
中
に
は
、
さ
ら
に
市
内
小
中
学
校
18

校
に
太
陽
光
発
電
設
備
が
設
置
さ
れ
る
予
定

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

市
内
に
あ
る
御
坂
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
だ
け
で
な
く
、

講
師
を
招
い
て
エ
コ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
参
加
し
、
太
陽
光
を
利
用
し
た
装
置
で

お
湯
を
沸
か
し
た
り
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
を
焼
い

た
り
し
て
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
感
し
、

紙
芝
居
や
ク
イ
ズ
を
楽
し
み
な
が
ら
B
D
F

や
太
陽
光
発
電
、
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
市
役
所
が
行
う
環
境
へ
の
取

太
陽
光
発
電
の
活
用

3
り
組
み
と
し
て
、
市
役
所
職
員
や
講
師
が
市

内
の
小
中
学
校
に
出
向
き
、
子
ど
も
た
ち
に

環
境
や
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
お
話
し
す
る

移
動
環
境
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
教
室
に

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
家
庭
で
行
っ
て
い

る
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た

と
こ
ろ
、
冷
蔵
庫
を
開
け
っ
放
し
に
し
な
い
、

テ
レ
ビ
を
こ
ま
め
に
消
す
な
ど
し
て
、
子
ど

も
た
ち
な
り
に
エ
コ
活
動
を
心
掛
け
て
い
る

よ
う
で
し
た
。
移
動
環
境
教
室
を
通
し
て
、

地
球
温
暖
化
の
仕
組
み
や
地
球
に
ど
ん
な
影

響
が
出
る
か
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て

も
ら
い
、
な
ぜ
エ
コ
活
動
が
必
要
な
の
か
を

一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
ん

だ
こ
と
を
家
に
持
ち
帰
り
、
子

ど
も
た
ち
が
エ
コ
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
で
発
信
さ
れ
る
エ
コ

の
輪
が
、
ひ
い
て
は
家
庭
や
地

域
へ
と
広
が
っ
て
く
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　

笛
吹
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
試

み
以
外
に
も
、
地
球
温
暖
化
対

策
と
し
て
よ
り
多
く
の
市
民
の

方
に
太
陽
光
発
電
を
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
太
陽
光

発
電
設
備
を
設
置
し
た
方
に
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
は
平
成
18
年
2
月
か
ら

始
ま
っ
た
も
の
で
、
交
付
の
要

件
を
満
た
す
対
象
者
に
、
太
陽

光
発
電
の
出
力
1
k
W
あ
た

り
3
万
円（
最
大
10
万
円
ま
で
）

を
補
助
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度

は
62
件
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
年
度
の
申
請
件
数
は

そ
れ
以
上
に
伸
び
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
当
初
50
件
程
度
の
申
請
を
見
込
ん

で
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
そ
れ
を
大
き
く

上
回
り
、
8
月
ま
で
に
既
に
68
件
の
申
請
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
補
助
金
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、

件
数
は
ま
だ
ま
だ
伸
び
そ
う
で
す
。
大
幅
な

件
数
増
加
の
要
因
と
し
て
は
、
平
成
21
年
11

月
か
ら
の
余
剰
電
力
の
買
取
価
格
が
こ
れ
ま

で
の
約
2
倍
に
な
っ
た
こ
と
や
、
環
境
問
題

へ
の
関
心
の
高
ま
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
環
境
保
全

の
た
め
に
、
今
後
も
よ
り
多
く
の
方
に
補
助

金
を
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

御坂児童センターのエコイベント

市
役
所
か
ら
家
が
遠
か
っ
た
方
に
も

廃
食
油
を
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
、「
近
く
で
回
収
を
し
て
も
ら
え

て
良
か
っ
た
」、「
こ
れ
ま
で
捨
て
る

だ
け
だ
っ
た
油
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

も
ら
え
て
う
れ
し
い
」
と
声
を
か
け

て
く
だ
さ
っ
た
方
も
い
ま
し
た
。
7

月
・
8
月
と
2
地
域
13
会
場
で
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
合
計
で
4
3
6
・
9

ℓ
の
廃
食
油
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
B
D
F
の
利
用
対
象
を

広
げ
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

BDF プラントとごみ収集車
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市役所南館に設置された太陽光発電設備

　

笛
吹
市
で
は
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
が
地

域
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
の
た
め
に
行
う
事

業
に
助
成
金
を
交
付
し
、
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
に
、
菜
の
花
を
用
い
て
地
球

温
暖
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
え
こ
ふ

く
」
と
い
う
団
体
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
団
体

は
、
第
3
期
山
梨
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
を
中
心
と
し
て
自
主
的
に
発
足
し
た

グ
ル
ー
プ
で
、
遊
休
農
地
を
利
用
し
て
菜
の

花
を
無
農
薬
栽
培
し
、
専
門
業
者
の
協
力
で

菜
種
油
を
搾
り
製
品
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の

菜
種
油
を
使
っ
た
後
の
廃
食
油
を
Ｂ
Ｄ
Ｆ
に

精
製
す
る
こ
と
に
よ
り
、
エ
コ
サ
イ
ク
ル
を

生
み
出
す
こ
と
を
活
動
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
活
動
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生

み
出
す
だ
け
で
な
く
、
春
に
な
る
と
植
え
ら

れ
た
菜
の
花
の
黄
色
と
桃
の
花
の
ピ
ン
ク
色

が
素
晴
ら
し
い
景
観
を
生
み
出
し
、
観
光
客

や
市
民
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
る
と
い
う

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
成
果
も
上
げ
て
い
ま
す
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
行
政
だ
け
が
行

う
も
の
で
は
な
く
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政

が
協
働
で
行
う
こ
と
で
そ
の
活
用
の
幅
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
環
境
に
や
さ
し
く
、

安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
笛
吹

市
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
・
事
業
者
・

行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

環
境
を
守
る
の
は

市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
協
働

4

えこふくが無農薬栽培した菜の花畑
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流
れ
る
水
で
地
域
が
輝
く  

〜
元
気
く
ん
の
挑
戦
〜

南
ア
ル
プ
ス
市
に
お
け
る
温
暖
化
対
策

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

特集特集 特集特集

都
留
市
総
務
部
政
策
形
成
課

政
策
担
当

　河
野

　

  

淳
　

北
杜
市

環
境
課
長

　由
井  

秀
樹

　

「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進
県
や
ま
な
し
」を
目
指
し
て

低
炭
素
社
会
へ
の
取
り
組
み 

〜
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
〜 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

　山
梨
市
の
取
り
組
み

南
ア
ル
プ
ス
市
総
合
政
策
部

樋
泉

　孝
司

地
球
温
暖
化
対
策
室

笛
吹
市
市
民
環
境
部
ご
み
減
量
課

武
川

　由
比

環
境
担
当

山
梨
市
環
境
課

竹
川

　一郎

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
担
当

山 

梨 

県

　

北
杜
市
は
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
平
成
16

年
11
月
1
日
山
梨
県
の
旧
北
巨
摩
郡
の
明
野

村
、
須
玉
町
、
高
根
町
、
長
坂
町
、
大
泉
村
、

白
州
町
、
武
川
村
の
7
町
村
が
合
併
し
て
誕

生
し
た
新
し
い
市
で
、
そ
の
後
、
平
成
18
年

3
月
15
日
に
小
淵
沢
町
と
合
併
し
、
人
口
約

5
万
人
の
現
在
の
北
杜
市
が
誕
生
し
ま
し

た
。

　

山
梨
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、
総
面
積

6
0
2
・
8
9
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
県
内

最
大
の
面
積
を
有
し
、
北
は
八
ヶ
岳
連
峰
、

南
西
は
茅
ヶ
岳
、
北
東
は
み
ず
が
き
山
な
ど

に
囲
ま
れ
、
面
積
の
約
8
割
が
森
林
と
い
う

地
域
で
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
白
州
・
尾
白
川
と
八
ヶ
岳

南
麓
高
原
湧
水
群
及
び
き
ん
ぷ
山
・
み
ず
が

き
や
ま
源
流
と
い
っ
た
３
箇
所
の
名
水
百
選

が
あ
る
他
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
生
産

量
が
日
本
一
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
「
名
水

の
里
」
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
に
も
、
日
照
時
間
が
日
本
一
長

い
こ
と
、
国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の

生
息
数
日
本
一
等
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

　

さ
て
、
北
杜
市
の
低
炭
素
社
会

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
が
、

本
市
で
は
、
市
の
特
性
に
適
し
た

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
地
球
温
暖
化
対

策
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
取
組

み
を
念
頭
に
お
い
た
独
自
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
計
画
と
し
て
、
平
成
18
年

3
月
に
「
北
杜
市
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
太
陽

と
水
を
中
心
と
す
る
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
推
進
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
に
第
一
次
北

杜
市
総
合
計
画
を
策
定
し
、「
人
と

自
然
と
文
化
が
躍
動
す
る
環
境
創

造
都
市
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、
そ
の
実
現
の

た
め
に
八
つ
の
杜も
り

づ
く
り
を
施
策
の
柱
と
し

て
、
そ
の
一
つ
に
「
環
境
日
本
一
の
潤
い
の

杜
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
市
民
の
皆
様
に
対
し

て
循
環
型
社
会
、
低
炭
素
社
会
、
自
然
共
生

社
会
の
構
築
の
必
要
性
を
わ
か
り
や
す
く
提

供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組

み
や
す
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
削
減
方
法
や
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
普
及
啓
発
な

ど
の
取
組
み
メ
ニ
ュ
ー
を
提
示
し
、
率
先
的

行
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
策
定
し
た
北
杜
市
環
境
基
本

計
画
で
は
、
北
杜
市
環
境
基
本
条
例
に
掲
げ

る
基
本
理
念
の
具
体
化
を
図
り
、
北
杜
市
が

目
指
す
べ
き
環
境
像
を
明
ら
か
に
し
、
環
境

の
保
全
と
創
造
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
の

方
向
性
を
示
し
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

積
極
的
に
利
用
し
た
事
業
等
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
っ
て
地
球
環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と

を
基
本
方
針
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
低
炭
素
に
係
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
施
設
と
し
て
主
な
も
の
は
、
村
山
六
ヶ
村

堰せ
ぎ

水
力
発
電
所
、
日
照
時
間
が
日
本
一
長
い

こ
と
か
ら
大
規
模
電
力
供
給
用
太
陽
光
発
電

系
統
安
定
化
等
実
証
研
究
施
設
が
あ
り
ま

す
。

　

村
山
六
ヶ
村
堰せ
ぎ

水
力
発
電
所
は
、
農
業
用

水
路
を
利
用
し
て
平
成
19
年
度
に
竣
工
し
た

発
電
所
で
発
電
し
た
電
力
は
近
隣
の
大
門
浄

水
場
に
供
給
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
に
は
小
水
力
発
電
適

地
調
査
を
行
い
、
平
成
21
年
度
に
は
環
境
省

か
ら
委
託
を
受
け
、
小
水
力
発
電
に
お
け
る

市
民
共
同
発
電
実
現
可
能
性
調
査
に
取
り
組

み
、
今
年
度
は
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促

進
事
業
の
社
会
シ
ス
テ
ム
枠
と
し
て
、
民
間

企
業
と
共
同
で
申
請
し
た
小
水
力
発
電
所
3

箇
所
が
補
助
決
定
と
な
り
ま
し
た
。
地
道
な

努
力
が
実
を
結
ん
だ
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

大
規
模
電
力
供
給
用
太
陽
光
発
電
系
統
安

大規模電力供給用太陽光発電系統安定化等実証研究施設（北杜サイト）

村山六ヶ村堰水力発電所
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定
化
等
実
証
研
究
施
設
は
、
平
成
18
年
度
に

独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構
（
以
下
、
N
E
D
O
）
の
委
託

事
業
と
し
て
民
間
会
社
と
共
同
受
託
し
た
も

の
で
現
在
全
て
の
工
事
が
終
了
し
合
計
1
、

8
4
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
本
格
的
な
実
証
研
究
が
始
ま
っ
て
お
り

ま
す
。

　

視
察
の
方
々
も
海
外
及
び
全
国
か
ら
お
出

で
い
た
だ
い
て
お
り
、
山
梨
県
の
北
杜
市
で

時
代
の
最
先
端
を
行
く
技
術
研
究
や
開
発
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
変
誇
り
に
ま
た
、

嬉
し
く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
に
は
、
北
杜
市
の
北

杜
サ
イ
ト
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
取
組
み
が
、
経
済

産
業
省
及
び
N
E
D
O
に
よ
る
「
新
エ
ネ
百

選
」
に
選
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
実
証
研
究
施

設
の
他
、
市
内
の
学
校
施
設
及
び
公
共
施
設

へ
設
置
を
す
る
計
画
で
北
杜
市
ま
る
ご
と
メ

ガ
ワ
ッ
ト
ソ
ー
ラ
ー
事
業
と
し
て
推
進
し
て

い
る
一
方
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
も
市
独
自
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て

年
々
着
実
に
増
え
て
お
り
、
市
民
の
方
々
の

環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
平
成
21
年
度
に
は
、
北
杜
市
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
構
想
を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
構
想
は
北
杜
市
の
地
域
特
性
を

活
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
太
陽
、
水
、

緑
の
そ
れ
ぞ
れ
象
徴
的
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
の
拠
点
と
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
地
球
環
境

に
関
す
る
情
報
、
学
習
の
普
及
啓
発
の
拠
点

を
中
核
施
設
と
し
、
連
携
し
て
普
及
啓
発
を

担
う
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
で
構
成
し
ま
す
。

　

今
後
北
杜
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
は
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
の
充
実
と
観
光
資
源
等
の

連
携
を
し
て
環
境
観
光
と
い
う
新
し
い
分
野

で
の
検
討
、
北
杜
市
版
指
導
者
の
養
成
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
推
進
、
情
報
発
信
機

能
の
充
実
を
図
り
、
研
究
施
設
と
し
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
へ
の
視
察
、
見
学
、
エ

コ
ツ
ア
ー
等
で
実
際
に
観
て
、
触
れ
て
、
学

習
の
で
き
る
施
設
活
用
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
市

役
所
本
庁
舎
、
出
先
機
関
等
に
職
員
自
ら
設

置
い
た
し
ま
し
た
。
省
エ
ネ
効
果
や
C
O
2

削
減
効
果
に
加
え
冷
房
の
節
約
に
よ
る
電
気

使
用
量
の
削
減
に
も
効
果
が
あ
る
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

身
近
で
取
組
み
や
す
い
地
球
温
暖
化
対
策

と
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
実
際
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
実
証
展
示
と
し
て
活
用
し
て

お
り
、
市
の
環
境
へ
の
取
組
み
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
お
り
ま
す
が
、
毎
日
色
々
な
物
が
収
穫

さ
れ
大
変
楽
し
い
思
い
も
し
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
今
や
山
梨
県

全
体
が
豊
富
な
自
然
資
源
を
持
つ
資
源
大
国

と
な
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
こ
れ
ら

の
資
源
を
如
何
に
取
り
込
み
、
持
続
、
発
展

さ
せ
て
い
く
か
が
自
治
体
に
と
っ
て
検
討
す

べ
き
課
題
で
あ
る
と
共
に
、
課
せ
ら
れ
た
使

命
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。　
　

　

自
治
体
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

率
先
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
が
来
て
い
ま
す
。

北杜市庁舎 緑のカーテン 
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の
3
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
く
取
り
組

み
を
進
め
、「
資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
」、「
観

光
、
農
林
業
の
振
興
・
地
域
活
性
化
」、「
情

報
発
信
・
交
流
の
展
開
」
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

■
山
梨
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

　

雄
大
な
自
然
と
豊
富
な
温
泉
資
源
、
桃
や

ぶ
ど
う
、
り
ん
ご
な
ど
の
果
樹
栽
培
と
豊
か

な
山
林
資
源
を
活
用
し
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
活
用
を
図
り
、山
梨
市
型
の
「
資
源
循
環
、

都
市
農
村
交
流
、
持
続
社
会
の
実
現
」
を
目

指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
山
梨
市
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
計
画

　

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
、
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
を
も
と
に
、
本
市
に
お
け

る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
を
具
体
的
に

展
開
す
る
た
め
に
策
定
し
た
の
が
「
山
梨
市

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
計
画
」
で
す
。 

　
「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
」
と
は
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
に
触
れ
体
験
す
る
こ
と
に

よ
り
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
在
り
方
や
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
地
域
性
に
合
わ
せ
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
等
の
整
備
を
目
指
す
自
治
体
の
計
画
に

つ
い
て
経
済
産
業
省
が
認
定
し
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
に
努
め
る
施
策
で
、
平
成
19
年

度
は
全
国
で
6
件
、
平
成
20
年
度
に
は
山
梨

市
を
含
む
7
件
、
平
成
21
年
度
は
12
件
、
合

計
25
件
の
計
画
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
計
画

で
は
、
多
様
な
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
自
然
エ

ネ
ギ
ー
を
有
効
利
用
す
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
施
設
の
整
備
と
、
そ
の
施
設
に
お
け
る
地

域
資
源
の
地
産
地
消
、
資
源
循
環
型
・
持
続

型
社
会
の
構
築
に
向
け
た
活
性
化
モ
デ
ル
の

提
示
、
施
設
を
利
用
す
る
市
民
・
事
業
者
な

ど
の
参
加
・
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
を
核
に
、

地
域
・
年
齢
等
の
枠
を
超
え
た
交
流
・
情
報

発
信
の
展
開
な
ど
を
図
る
こ
と
が
目
的
と

な
っ
て
い
ま
す
。

流
れ
る
水
で
地
域
が
輝
く  
〜
元
気
く
ん
の
挑
戦
〜

南
ア
ル
プ
ス
市
に
お
け
る
温
暖
化
対
策

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

特集特集 特集特集

都
留
市
総
務
部
政
策
形
成
課

政
策
担
当

　河
野

　

  

淳
　

北
杜
市

環
境
課
長

　由
井  

秀
樹

　

「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進
県
や
ま
な
し
」を
目
指
し
て

低
炭
素
社
会
へ
の
取
り
組
み 

〜
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
〜 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

　山
梨
市
の
取
り
組
み

南
ア
ル
プ
ス
市
総
合
政
策
部

樋
泉

　孝
司

地
球
温
暖
化
対
策
室

笛
吹
市
市
民
環
境
部
ご
み
減
量
課

武
川

　由
比

環
境
担
当

山
梨
市
環
境
課

竹
川

　一郎

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
担
当

山 

梨 

県

　

山
梨
市
は
、
平
成
17
年
3
月
に
3
市
町
村

が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

市
域
の
82
％
を
森
林
が
占
め
、
北
部
の
森

林
地
域
は
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公
園
地
域
に

指
定
さ
れ
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
に
も
認
定

さ
れ
て
い
る
西
沢
渓
谷
を
中
心
に
県
内
有
数

の
観
光
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
部
の
な
だ

ら
か
な
傾
斜
地
は
、
ぶ
ど
う
や
桃
な
ど
全
国

で
も
屈
指
の
生
産
量
を
誇
る
農
業
地
域
、
南

部
は
人
口
が
集
中
す
る
都
市
部
で
、
J
R
山

梨
市
駅
や
公
共
施
設
、
ま
た
本
市
の
中
心
的

な
観
光
施
設
で
あ
る
「
笛
吹
川
フ
ル
ー
ツ
公

園
」
な
ど
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

　

長
い
日
照
時
間
と
豊
か
な
森
林
な
ど
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
た
快
適
な
生
活
環
境
を
有
す

る
本
市
に
お
い
て
は
、
全
市
的
な
取
り
組
み

と
し
て
、
ご
み
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
な
ど
を
図
り
な
が
ら
、
環
境
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
の
施
策
を
活
か
し
た
農
林
業
の
活
性
化
、

市
民
参
加
に
よ
る
地
域
づ
く
り
も
視
野
に
入

れ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
平

成
18
年
2
月
に
「
山
梨
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
活
用
に
関
す
る
基

本
的
な
考
え
方
を
整
理
す
る
中
で
、
平
成
18

年
3
月
「
山
梨
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
」
策
定
、
平
成
19
年
2
月
の
「
次
世
代
エ

ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
構
想
」
の
策
定
な
ど
を
行

い
、
こ
れ
ら
に
基
づ
く
具
体
的
な
事
業
展
開

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
山
梨
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

　

豊
か
な
自
然
、
農
業
や
観
光
、
独
自
の
景

観
や
地
勢
な
ど
地
域
特
性
を
活
か
し
、
○
バ

イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
等
）、
○
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
太
陽
光
発
電
等
）
○
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
森
林
セ
ラ
ピ
ー
等
）

は
じ
め
に

1

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

2
　

現
在
、
本
市
に
は
、「
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
に
関
す
る
4
つ
の
バ
イ
オ
燃
料
施
設

が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。 

■
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

　

製
造
プ
ラ
ン
ト

　

市
内
全
域
に
設
置
さ
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
な

４
つ
の
バ
イ
オ
燃
料
施
設

3
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た
技
術
シ
ー
ズ
発
掘
・
社
会
シ
ス

テ
ム
実
証
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
果
樹
剪
定
枝

や
森
林
資
源
な
ど
の
地
域
特
有
の

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
か
ら
液
体
バ
イ

オ
燃
料
（
B
T
L
）
を
製
造
し
、

化
石
代
替
燃
料
と
し
て
広
く
利
用

す
る
た
め
の
技
術
実
証
と
併
せ

て
、
地
元
J
A
フ
ル
ー
ツ
山
梨
や

峡
東
森
林
組
合
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
本
市
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
を
原
料
と
し
て
利
用
す
る
社
会

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
平

成
21
年
度
、
連
続
運
転
に
よ
り
液
体
バ
イ
オ

燃
料
（
B
T
L
）
が
製
造
さ
れ
、
本
年
度
以

降
は
、
富
山
大
学
を
中
心
に
農
林
水
産
省
の

補
助
事
業
を
活
用
し
、
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
生
産
を
目
指
し
、
2
年
間
の
試
験
を
進
め

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
ペ
レ
ッ
ト
製
造
プ
ラ
ン
ト

　

市
内
製
材
業
者
（
飯
島
製
材
）
が
、
平
成

20
年
度
に
農
林
水
産
省
の
「
地
域
バ
イ
オ
マ

ス
利
活
用
交
付
金
」
を
活
用
し
て
、
製
材
時

に
発
生
す
る
残
材
を
原
料
と
す
る
ペ
レ
ッ
ト

製
造
プ
ラ
ン
ト
を
建
設
し
、
製
造
さ
れ
た
ペ

レ
ッ
ト
は
市
内
外
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
間
伐
材
や
果
樹
剪
定
枝
を
活
用
し

た
地
産
地
消
・
資
源
循
環
の
取
り
組
み
と
し

て
、
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
製
造
プ
ラ
ン

ト
、
バ
イ
オ
オ
イ
ル
製
造
プ
ラ
ン
ト
、
バ
イ

オ
マ
ス
・
ト
ゥ
・
リ
キ
ッ
ド
製
造
プ
ラ
ン
ト

の
3
施
設
は
全
て
市
環
境
セ
ン
タ
ー
の
敷
地

内
に
あ
り
、
こ
れ
を
同
時
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
全
国
的
に
も
あ
ま
り
例
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
ペ
レ
ッ
ト
製
造
プ
ラ
ン
ト
も

同
じ
地
区
内
に
あ
り
、
異
な
っ
た
4
種
の
バ

イ
オ
燃
料
関
連
施
設
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク

の
核
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ど
の
廃
食
油
を
集
め
、
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
を
精
製
す
る
施
設
で
す
。

　

昨
年
度
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や

学
校
か
ら
1
1
、0
0
0
ℓ
の
廃
食
油
を
集
め

精
製
し
、
8
、6
3
0
ℓ
を
ス
ク
ー
ル
バ
ス
・

公
用
車
・
環
境
セ
ン
タ
ー
関
連
の
重
機
の
燃

料
と
し
て
使
用
し
ま
し
た
。
ゴ
ミ
の
減
量
化
、

環
境
保
全
に
も
繋
が
る
こ
の
事
業
は
、
平
成

24
年
の
回
収
目
標
を
2
5
、0
0
0
ℓ
に
設
定

し
て
い
ま
す
。
平
成
20
・
21
年
の
2
年
間
の

収
集
量
が
2
0
、7
0
0
ℓ
で
し
た
の
で
、
今

後
、
さ
ら
な
る
普
及
啓
発
を
行
い
、
事
業
促

進
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
バ
イ
オ
オ
イ
ル
製
造
プ
ラ
ン
ト

　

平
成
20
年
8
月
か
ら
栃
木
県
森
林
組
合
連

合
会
を
事
業
主
体
に
、
新
日
鐵
化
学

（株）
、

（独）

産
業
技
術
総
合
研
究
所
と
チ
ー
ム
を
作
り
、

林
野
庁
か
ら
の
森
林
資
源
活
用
型
ニ
ュ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
創
造
対
策
事
業
補
助
金
を
も
と
に
、

平
成
24
年
度
ま
で
の
継
続
事
業
と
し
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
設
備
で
製
造
さ
れ
る
「
バ
イ
オ
オ
イ
ル
」

は
、
マ
イ
ク
ロ
波
を
利
用
し
比
較
的
低
温
度

帯
で
木
質
を
低
分
子
化
す
る
た
め
、
木
質
に

含
ま
れ
て
い
る
様
々
な
成
分
の
有
効
利
用
を

可
能
と
し
ま
す
。
昨
年
の
試
験
で
、
木
材
を

効
率
よ
く
低
分
子
化
す
る
こ
と
が
実
証
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
、
実
用
化
に
向
け
た
実
験
・

研
究
が
続
き
、
市
と
し
て
も
継
続
し
て
こ
の

事
業
に
協
力
し
、
豊
富
に
あ
る
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
有
効
利
用
技
術
の
確
立
と
活
用
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
バ
イ
オ
マ
ス
・
ト
ゥ
・
リ
キ
ッ
ド

　

製
造
プ
ラ
ン
ト

　

平
成
21
年
度
、

（財）
や
ま
な
し
産
業
支
援
機

構
を
事
業
主
体
に
富
山
大
学
、

（株）
マ
イ
ク
ロ

エ
ナ
ジ
ー
等
が
チ
ー
ム
を
作
り
、
経
済
産
業

省
の
補
助
を
受
け
て
「
低
炭
素
社
会
に
向
けバイオ・ディーゼル燃料

バイオオイル

BTL

ペレット製造プラント
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ト
さ
せ
、
3
種
の
バ
イ
オ
燃
料
事
業
な
ど
を

活
か
し
た
「
バ
イ
オ
マ
ス
・
ス
ク
ー
ル
」、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
と
森
林
セ
ラ
ピ
ー
や
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
既
存
の
取
り
組
み

を
連
携
さ
せ
た
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。 

　

二
つ
目
は
、
エ
コ
ハ
ウ
ス
の
建
設
。
家
庭

か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
量
の
削
減
を

目
的
と
し
て
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
住
宅
の

普
及
を
目
指
す
モ
デ
ル
住
宅
と
し
て
「
エ
コ

ハ
ウ
ス
や
ま
な
し
」
を
建
設
し
、
普
及
啓
発

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
以
来
進
め
て
き
た
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
連
事
業
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
交

流
の
促
進
と
環
境
へ
の
意
識
高
揚
、
具
体
的

な
取
り
組
み
の
推
進
に
繋
げ
て
い
く
た
め
、

ふ
た
つ
の
新
た
な
事
業
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、「
交
流
・
情
報
発
信
の
展
開
」

を
実
現
す
る
た
め
の
「
学
ぶ
交
流
事
業
」。
昨

年
度
、
山
梨
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
ス
タ
ー

　

本
市
で
は
、
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
公
共
施
設
へ
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
機
器
の
導
入
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

市
役
所
庁
舎
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に

は
、
県
の
環
境
保
全
活
動
支
援
事
業
費
補
助

金
を
受
け
て
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
、
ま
た
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
街
の
駅
や
ま
な
し
」

に
は
、
施
設
の
冷
暖
房
と
足
湯
の
給
湯
を
行

う
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー

と
吸
収
冷
温
水
機
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
冷

暖
房
シ
ス
テ
ム
を
そ
れ
ぞ
れ
導
入
し
ま
し
た
。

　

特
に
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
は
、
通
常
、
冬
場

の
利
用
に
限
ら
れ
が
ち
な
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
を
、

夏
に
も
活
用
で
き
る
全
国
的
に
も
取
り
組
み

例
の
少
な
い
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
の
他
、
ペ

レ
ッ
ト
を
使
う
ス
ト
ー
ブ
の
利
用
促
進
に
向

け
、
平
成
21
年
1
月
か
ら
購
入
費
補
助
事
業

も
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
本
市
は
、
日
照
時
間
が
年
間
約
2
、

1
0
0
時
間
と
、
全
国
平
均
の
1
、
9
3
4

時
間
に
比
べ
て
長
く
、
日
照
条
件
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
小
中
学
校
な
ど
公
共

施
設
へ
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
積

極
的
に
進
め
、
グ
リ
ー
ン
電
力
の
拡
大
普
及

の
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
い
る
と
と
も
に
、
市

民
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
一
般
家
庭
を
対
象
と
し
た
補
助

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題

を
改
善
し
て
い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人

一
人
が
環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
と
い
う

認
識
を
持
ち
、
生
活
様
式
や
事
業
活
動
を
見

直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

地
方
自
治
体
と
し
て
も
地
球
環
境
に
や
さ

し
い
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
住
民
の
意
識
が
変

わ
り
、
小
さ
な
実
践
活
動
の
積
み
重
ね
が
大

き
な
成
果
を
上
げ
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
継
続
す
る
と

と
も
に
「
エ
コ
ラ
イ
フ
運
動
」、「
3
R
運
動
」

に
も
力
を
入
れ
、
低
炭
素
型
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
等
へ
の
導
入

4

新
た
な
事
業
展
開

5
お
わ
り
に

6

ペレットストーブ

エコハウス学ぶ交流事業「親子 de 新エネ勉強会」



市町村の
　　自主研究

今号から新設されたコーナーです。
山梨県市町村振興協会の調査研究事業助成金を活用して市町村職員が自主的・主体的に調査研究を
された研究会を紹介させていただきます。
今回は平成21年度に調査研究を行った団体計12団体のうち6団体の紹介をさせていただきます。
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少子高齢化に伴う人口減少時代を迎え、これまでの働き
方では社会全体が持続可能でなくなりつつある現在、

自治体組織にあっても地方分権の進展や住民ニーズの多様化
の中、これまで以上に地域に密着した職員像が求められてい
ます。
　こうした中、働き方の見直しを基軸に、個人の心身の健康
と能力の向上、家庭生活の充実、そして地域貢献をキーワー
ドとしたワーク・ライフ・バランス ( 以下「ＷＬＢ」) の実
践と促進を目的として、本研究会を立ち上げました。
　研究内容としては、講演会等への参加や会員同士の意見交
換会等を重ねＷＬＢを正しく理解するとともに、ＷＬＢに関
する職場内の実態や市内の企業の現状についてアンケート調
査を行い、推進にあたっての課題等を把握しました。さらに、
市職員を対象に講演会を開催し、その重要性及び実践の必要
性を職員間で共有しました。
　以上から、ＷＬＢを正しく理解することは、自身の生活を
見つめ直すきっかけとなるなど、ＷＬＢを推進する上で大切
な過程であることが確認できました。そこで、各職員が自己
のＷＬＢの状態を確認するチェックシートの作成、また、Ｗ
ＬＢを意識し、実践する日を設定するよう市へ提案しました。
　今後の課題は、職場においてＷＬＢを充実させるための体

制をどう実現するか、具体的には、職場内のコミュニケーショ
ンやマネージメント、チーム力といった組織力をどう強化す
るかであると意見を集約しました。
　研究会では、自治体職員におけるＷＬＢ実現の最終目的を

「市民に心からサービスできること、そしてまちが元気にな
ること」としています。研究は 22 年度も引き続き進めてい
くこととし、提案内容の実践による効果の確認、また、残さ
れた課題について取り組みを行い、活力ある職場の実現につ
なげたいと思います。

新庁舎建設を意識して、市有林を活かした魅力ある価値
の創出と甲府市の活性化、そして新たな可能性を支え

る成長戦略でもある知的財産権の創造とその効果的活用のた
めの研究に身近な視点から取り組んだ。
　ものの見方の角度を変えて、あんなこと、こんなことの可
能性について深く掘り下げてみると新しい価値観やヒントが
生まれるきっかけになる。
　一人ひとりのチャレンジが未来を創る原動力となるように
多様な視点が新しい道筋を創り、想いを切り開く。
　そもそもなぜ知的財産かと言うと、知恵や技術やアイデア
を権利化して、効果的に知的財産を活用するしくみを組織と
して整備、構築していく中で、組織の新たな未来を創りだし
ていくことが、我々の目的であり、強く意識をしているもの
でもある。
　２００３年の知的財産基本法施行で本格化した知的財産環
境は、取り巻く経済、社会情勢の変化に加え、グローバルな
競争を意識した外国による権利侵害などにより大きく変化を
してきている。
　こうした知的財産を取り巻く環境変化なども踏まえ、また、
知的財産権の取得を意識する中で、昨年度の研究テーマは、
課題に立ち向かう総合力の確立と新たな可能性の追求のため

の効果的手法の研究とし、具体的研究テーマを「知的財産権
の創造とその効果的活用」とした。
　時代のグローバル化が加速する中で、価格の安い外国産材
が増え、国内産の材木の競争力は低下をしている。存在感を
しっかり示していける市有林の支援策と知的財産を絡めなが
らあらゆる角度から可能性と活路を見いだし、成長モデルを
創造していく未来を創る新たな挑戦に取り組んでいる。

都留市

甲府市

ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて
　　　　　　　　　　　　　　　　

「都留市ワーク・ライフ・バランス推進研究会」政策形成課　鬢櫛　美咲

挑む！ 時代にふさわしい組織基盤の強化に向けて　　　　　　　　　　　　　　　　
「プロジェクト総合力」庁舎建設部庁舎建設総室　中尾　守



市町村の
　　自主研究

●山梨市概要　

県の北東部に位置する山梨市は、年間を通して温暖な気候に恵まれ、
秩父多摩甲斐国立公園に指定される北部の山々をはじめとする豊か

な自然を楽しむことができ、春は新緑と平地一面に広がる桃の花、夏は清
流笛吹川のせせらぎを渡る涼しい風とヤマメや鮎、秋は紅葉に彩られた周
囲の山々など、一年を通してすばらしい自然を実感できるところです。
●資源
　市内には、ブドウ、モモ、サクランボ、イチゴ、カキなどの豊富なくだ
もの、新日本三大夜景に指定されている笛吹川フルーツ公園からの美しい
夜景、秩父多摩甲斐国立公園内にある西沢渓谷、森林セラピー基地や国宝
清白寺、国の重要文化財が数多く指定されている大井俣窪八幡神社などを
はじめ、東武鉄道創業者である根津嘉一郎翁の実家である「根津記念館」
など自然と歴史に富んでいる地域です。
●現状
　豊富な観光資源と恵まれた立地条件により年間 220 万人の観光客が訪
れていますが、近年の観光人口の推移は年々減少傾向にあります。山梨県
全体への観光入込客数は年間約 4,400 万人ともいわれ、知名度のある富士
五湖、八ヶ岳周辺を筆頭に、甲州ブドウで有名な隣の甲州市では 320 万
人が訪れていますが、それらに比較すると山梨市は、観光スポットが数多
いものの知名度は低く、「観光後進地」「単に通過する山梨市」のイメージ
が強く、観光客を受け入れる宿泊施設や食事をする場所が少ないことから
近隣市町村へ流出してしまい市内に滞在する時間や観光客に対し消費させ
るものが無いのが現状です。
●研究内容
　本市は、首都圏から100 キロ圏という立地と豊かな自然や豊富な果樹など
の魅力を最大限活かすとともに、地域に埋もれている観光資源の発掘と新た

な観光ルートと受け入れ体制の確立に向けた調査研究を実施することとしまし
た。
　また、昨年度、国土交通省の事業採択を受け、関東観光まちづくりコン
サルティング事業を実施し、市内の若手で構成するワーキンググループで
の検討結果を基に、国から派遣されるアドバイザリーの先生方よりご意見
をいただくこととなり、その基礎となる調査研究を行いました。
●研究成果
　本研究会では、現在の観光資源と埋没していた観光資源を掘り起こし、

「風・林・火・山」と題した 4 つの新たな観光プランを考案し、ワーキン
グメンバーと共に、検討を重ね国から派遣された先生方の意見を伺うこと
ができました。
　本調査研究結果と寄せられたご意見を基に、観光を一つの産業と位置付
け、交流による活性化と魅力的な観光資源を活かし、多くの観光客が本市
へ訪れていただけるよう「おもてなしの心」を伝えていきたいと思います。

甲斐市には、公立の保育園が８園、幼稚園が１園ありま
すが、保育園の２園を除くと昭和 40 年代に建築された

施設の老朽化が進んでおり、これの耐震対策をどのようにす
すめるのかが喫緊の課題となっています。その他にも、県内
でもわずかとなった公立幼稚園の運営をどうするのか、社会
経済情勢を反映し０歳から 2 歳児の保育需要が高まっている
一方で少子化が進んでいる、行政改革大綱に基づく民間委託
等をどのように進めるのか、非正規職員の待遇改善など、保
育園幼稚園をめぐる課題は山積状態です。
　これらの課題を克服するために、場合によっては利害関係
者と対立することを想定しながら、基礎資料の点検による課
題を整理し、将来考慮しなければならない事項を洗い出し、
様々な角度からのメリットとデメリットを想定しておくた
め、市職員による研究機関を設置する必要がありました。同
時に学識経験のある専門家による助言も得たいと考えていた
ところ、市町村振興協会による調査研究事業による財政支援
を受けられることになり、甲斐市保育園幼稚園のあり方研究
会を立ち上げることになったものです。
　研究会は、市職員 9 人と助言者として山梨学院短期大学の
横山順一准教授に参加していただき、昨年の 10 月 16 日に第
1 回を開催し、以降毎月 1 回、合計 6 回開催しました。途中

12 月には中間報告を行い、3 月には研究会の報告書をまとめ、
市長へ報告することができました。この間助言者からは、子
育てを取り巻く国内情勢と課題、県内の他の自治体の状況を
教示していただき、基礎資料として補完する点について意見
をいただくとともに、研究会の報告書のとりまとめにあたっ
ては、その要点と構成についても助言をいただくことができ
ました。
　今年度は、保育園幼稚園の将来計画について公募の委員を
含む利害関係者から意見を伺うための協議会を設置しました
ので、先の研究結果を協議会の運営に活用したいと考えてお
ります。

山梨市

甲斐市

山梨市の新たな観光を目指して
　　　　　　　　　　　　　　　　

「山梨市観光まちづくり調査研究会」　観光課　磯村 賢一

調査研究事業について
　　　　　　　　　　　　　　　　

「甲斐市保育園幼稚園のあり方研究会」子育て支援課　大久保 典男
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市町村の
　　自主研究

中央市が誕生して 5 年を経過しようとしていますが、その間、
景気の低迷等による市税収入の伸び悩みや国による行財政改

革の推進が行われる一方で、少子高齢化社会への移行や個人の価
値観の多様化など、行政に対するニーズは益々多様化し、本市の
事務事業は肥大化の一途を辿る状況となり、このままで行けば、
近い将来、財政が行き詰まるのは必至の状況となってきました。
限られた資源を最大限有効に活用しながら行政サービスの提供を
行うことは必要不可欠であり、こうした課題の解決策として、全
国では 1,843 自治体の内、約 5 割が行政評価制度を導入している
状況にあります。
　本市の場合、過去においては行政評価制度についての様々な議
論はされたものの、取り組みの手法やスケジュールなどは示され
ず導入にまでは至っていませんでした。しかし、平成 20 年 12 月
に策定された「第一次行財政改革大綱・実施計画」により、制度
導入に向けての計画が示され、具体的な事務を進めていくことに
なりました。
　この制度には様々な手法がありますが、本市では管理職をメイ
ンとした 25 名で構成される中央市行政評価検討委員会を立ち上
げ、調査・検討を進める中で、最も有効的な手法とされる「事務
事業評価」を導入することに決定しました。導入の過程として、「職
員の意識改革・事務事業の洗い出し作業・評価シートの設計・評
価方法」などの導入手順について、任意の「行政評価研究グループ」
を立ち上げ、山梨県市町村振興協会の調査研究事業として、この
課題に取り組みました。

　研究グループは、政策秘書課企画政策担当ほか 12 名の職員で構
成され、( 財 ) 山梨総合研究所からのアドバイスをいただきながら
調査研究活動を重ねることにより「事務事業洗い出しマニュアル・
事務事業評価シート・事務事業評価マニュアル」を作成すること
が出来ました。
　平成 22 年度から、試行での事務事業評価を導入することとして
いますが、制度が真に機能していくためには、日常から市民目線
に立って事務事業に取り組むとともに、評価の実施に当たっては
何事も担当から積み上げていくボトムアップの形態を執る必要が
あります。このため、職員の仕事に対する意識改革への取り組みや、
市民への説明責任を果たすことが出来るように行政評価制度を進
めて行きたいと思います。

甲州市で行った業務仕分けは、「事務事業評価シート」をもとに、
住民と一緒になって今後の方向性を判断し、その結果を市に

フィードバックして、市が最終判断を下すための仕組みです。
　これは、現在甲州市で取り入れている事務事業評価制度が内部
評価であり、担当課のみの評価となっていることから、いわゆる

「お手盛り評価」と呼ばれないために、しっかり住民を含めた第三
者に説明し、納得してもらってから予算に反映させていこうとす
るものです。
　国や県に比べて、住民と直接向き合う市町村においては、「仕分
けた結果、必要だが税金をかけるべきではない」と判断された事
業をどこに持って行けばいいのかわかりません。いきなり地域住
民にお願いしても、押しつけられ感がぬぐえなければ協力しても
らえる可能性は低いことが明白です。ＮＰＯといっても、他の地
域にはあっても甲州市にはないといったこともあります。企業で
は時間もかかります。つまり、市町村にとっては、「仕分けた業務
をどうするのか」ということを十分検討する必要があり、その議
論を巻き起こすきっかけとして、この仕組みを活用していくこと
が目的といえます。
　今回の業務仕分けは、行政改革推進委員（市民 10 名）と研究
会の中堅職員（10 名）が２班に分かれて「仕分け人」となりまし
た。それぞれ 4 つの事業を実施する関係管理職から説明を受け質
疑を行った後、委員だけで論議し、その方向性を取りまとめました。
当初「職員では遠慮して本音で指摘できないのではないか」といっ

た心配もありましたが、事前研修の成果もあり、各課長に対して
堂々と物怖じせず質問することができ、適切な判断ができていた
と感じています。
　今回の業務仕分け研究は、評価者である職員も含めた委員、事
業の説明をする職員にとって、行政のあるべき姿について改めて
認識することができたと思います。しっかりと議論を行う中で、
残すべきものと残さないものを明確にすることはもとより、これ
までの慣習やしがらみによって切るに切れなかった事業を見直す
チャンスでもあると感じています。　
　かけ声だけの協働ではなく、“ 住民巻き込み型 ” の協働体制をつ
くるチャンスととらえ、今年度も引き続き実施してく予定です。

中央市

甲州市

行政評価制度に関する調査研究
　　　　　　　　　　　　　　　　

「行政評価制度研究グループ」　総務部政策秘書課　内藤　栄一

市民の視点で業務を見直し　協働による業務仕分け
　　　　　　　　　　　　　　　　

「業務仕分け研究会」　政策秘書課　中村　正樹

29
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産業支援課　

歌田　　篤
（韮崎市）

　「農商工連携」という言葉を耳にしたことがあるでしょうか。
　普段あまり耳にしない言葉だと思いますが、「農商工連携」と
は農林漁業者と商工業者が連携してお互いの経営資源を持ち寄
り、新商品やサービスを創出し地域活性化へつなげるという取り
組みです。
　私は平成２１年 4月より、韮崎市から交流派遣職員として商工
労働部産業支援課に配属になり、この農商工連携や地域の資源を
活用した新事業の取り組みを行っている中小企業者を、国や各支
援機関等と連携・協働して支援する業務を主として行っています。
　日々企業訪問や支援機関等との情報交換で現場に出ることが多
い職場ですが、常に心がけていることは、「人」が相手であると
いうことです。この業務で得た人と人との信頼関係とそのネット
ワークは、この仕事を通して得た最大の財産であると言えます。
　また、企業支援や地域活性といっても多種多様ではありますが、
それゆえ常に新しい事へチャレンジできる仕事でもあり、この環
境の中で働くことに喜びも感じております。
　日々業務に追われてはいますが、やりがいを感じながら一歩一
歩成長していくとともに、残された期間の中で更に様々な経験や
勉強をさせていただき、この経験を韮崎市の将来に活かせるよう
頑張っていきたいと思います。

長寿社会課　

渡邊　訓章
（富士吉田市）

　この４月より、富士吉田市から福祉保健部長寿社会課に配属さ
れ、半年が経とうとしています。当初は、今までとは全く違う職
場環境や事務手続きに戸惑うことばかりでしたが、周囲の方々に
助けられながら少しずつ慣れていくことができました。また、希
望通りの福祉部門への配属となり、高齢化社会が本格化するこの
時に、県という立場から高齢者施策について携わることができ本
当に感謝しています。
　配属先の長寿社会課では、県立老人ホームの管理委託関係、介
護基盤緊急整備等臨時特例基金事業や地域介護・福祉空間整備等
交付金業務のほか、老人保護措置関係や介護職員処遇改善等臨時
特例基金の管理などを担当しています。
　仕事を通じ、有るべき老人福祉施設の形態や高齢者に対する望
まれるケアなどについての知識を得るに連れ、私が今まで老人福
祉施設に対して考えていたり、想像していたりした姿との違いに
驚かされます。富士吉田市に戻ったときには、高齢者が安心して
生活できる環境を提供できるよう、日々の業務や職場でのやり取
りなどから、知識や情報そして考え方をもっと深めて行かなけれ
ばならないと考えています。
　県庁での経験や様々な人との出会いなど、全てのことが貴重な
経験であり、自分自身の貴重な財産になると思います。この経験
を十分に生かすことができるようになるために、毎日を過ごして
行きたいと思います。

県と市町村、また、市町村間において職員交流が盛んに行わ
れています。今回は、市町村から県へ派遣され活躍している
皆さんに登場していただき、近況を紹介していただきました。
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中部横断自動車道用地事務所

千須和　貴史
（身延町）

　今年４月より、身延町から山梨県中部横断自動車道用地事務所
工事調整担当としてお世話になっています。始めは業務の進め方
やシステム一つをとっても、町とは勝手が違い、不安や戸惑いの
毎日でしたが、周りの皆様の温かいご指導をいただきながら、徐々
に慣れようとしております。
　中部横断自動車道は静岡市の第二東名高速道路吉原 JCTから、
中央道双葉JCTを経由して長野県佐久市を結ぶ高速道路で、現在、
双葉 JCTから増穂 IC 間が供用開始されております。私が所属す
る工事調整担当は、中部横断自動車道の中で中日本高速道路 (株 )
が施工する区間の補償算定業務や国土交通省が施工する区間の工
事用道路の借地交渉、トンネル部の用地交渉を行っており、平成
２９年度を全線開通目標として業務を進めているところでありま
す。中部横断自動車道は、私にとっても早期開通を願う道路であ
り、完成すれば地域活性化や新鮮な農・海産物の供給、災害時に
おける物資の運搬や医療施設への搬送等、新たな道路ネットワー
クとして期待されます。
　最後になりましたが、今回の派遣の中で少しでも多くのことを
学ばせていただき、町へ戻りましても貴重な経験を生かせるよう
に、これからも頑張っていきたいと思います。周りの皆様には何
かとご迷惑をお掛けするかと思いますが、これからも、ご指導の
程よろしくお願い致します。

市町村課　

志村　　豪
（富士川町）

　本年４月より富士川町から交流派遣職員として、総務部市町村
課に配属され、早５ヶ月が過ぎようとしています。
　配属当初は、職場環境や事務手順等の相違に戸惑うことばかり
でしたが、周囲の方々の温かい御指導や御助言をいただくことで
徐々に順応することができ、今では多忙のなかにも充実した毎日
を過ごしています。
　私が担当している業務は、住民基本台帳法に基づいた住民基本
台帳ネットワークシステムの運用のほか、戸籍・窓口関係事務が
中心となっており、各市町村からの難解な問い合わせに回答する
など、毎日、自治六法他、関係図書を眺め勉強をしています。ま
た、昨年度から実施している「住民基本台帳カード普及拡大キャ
ンペーン事業」では、住基カードの普及拡大に向け、各市町村担
当者や県内企業の方々と接する機会が多く、情報交換、交流を深
める良い機会にもなっています。
　山梨県での経験は、職務の面はもとより人間関係も含めて、様々
な面でプラスになると考えています。このような機会を与えてく
ださった関係機関の皆様に感謝するとともに、派遣後、この経験
を富士川町の職務に活かしていきたいと考えています。
　終わりに、市町村課の皆様には、残り半年間となりますが、こ
れからもご指導よろしくお願い致します。

道路整備課　

飯島　慎也
（甲州市）

　この４月から甲州市より人事交流派遣により県土整備部道路整
備課に配属になり、早いもので５ヶ月が過ぎようとしています。
職場環境はもちろんのこと、業務の流れや進め方、システムの使
い方など、どれ一つを取っても環境が一変し、果たして２年間も
務めあげられるのだろうか、そして私事ながら５月に控えた結婚
式の準備大丈夫だろうか、新婚旅行もあるのに…と、色んな重圧
や不安を感じた今年の春でした。まだまだ慣れたものとは言えま
せんが、周囲の方々からのご指導やお力添えを頂きながら、現在
も奮闘する日々を送っております。
　配属先の道路整備課では、県発注道路工事の契約後から工事金
支払いに至るまでの一連の事務業務に主に携わっております。日
常生活の利便性や安全性を向上させ、経済の底上げにも重要な影
響力を持つ公共事業の一端に携わる中でまだ間もないですが、事
業そのものは日々の私たちの生活にダイレクトに跳ね返り、県民
のライフスタイルを支えているのだと感じます。反応もダイレク
トに伝わってくるからこそ、そこに携わる担当の方の想いも熱く
強く懸命です。
　限られた短い交流期間の中ですが、道路整備課の皆様、そして
関係各所属の皆様と仕事を通じ貴重な時間を過ごさせて頂くこの
機会を貴重に感じております。市に戻った際にはその経験や人間
関係を活かし繋げていけることを目標に、残りの期間も頑張って
行きたいと思います。今後ともよろしくお願い致します。

障害福祉課　

石原　雅也
（笛吹市）

　この 4月から職員交流により笛吹市から、障害福祉課に配属さ
れ 5ヶ月が過ぎました。当初は県の様々なシステムや職場環境に
慣れること、自分が知らない事への戸惑いもあり、仕事を遂行し
ていけるのかという不安を抱えながらの毎日でした。しかし、職
場の方々のご指導をいただきながら、戸惑いや不安も少しずつ解
消され、今日までやってくることが出来ました。
　障害福祉課では特別児童扶養手当等を主に担当しており、障害
児、者本人又はその養護をされている方に対し経済的支援として
在宅生活を支える事業に関わることで、やりがいや魅力を感じて
います。障害といっても複雑で広範囲にわたり、外見では判断が
つかない様な事例も多くあり、体だけでなく最近は心の障害も問
題となっています。行政として多くの悩みを抱える方々に対し積
極的に対策を講じていく必要性を感じています。
　最後にお世話になっている皆様への感謝と今後の人生にとって
貴重な経験をさせていただいていることを財産と感じ、残りの時
間を頑張ろうと思っています。
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付
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付
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付
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台
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取
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国
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中
の
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進
め
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国
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I
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I
T
政
策
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」（
平
成
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年
6
月
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日
）
で
は
、「
先
進
的
な
地
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公
共
団
体
に
お
け
る
コ
ン
ビ
ニ
の
キ
オ
ス
ク
端
末
に
よ

る
住
民
票
の
交
付
を
2
0
0
9
年
中
に
実
現
す
る
と

と
も
に
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
無
料
化
を
促
進
す

る
た
め
の
措
置
（
2
0
0
8
年
度
よ
り
3
年
間
、
支
援

内
容
を
拡
大
）
を
講
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る
等
を
通
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、
電
子
行
政
サ
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促
進
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と
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等
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区
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三
鷹
市
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千
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県
市
川
市
の
3
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体
に
て
コ
ン
ビ
ニ
交
付
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先
行
的
に
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さ
れ
、そ
の
後
、福
島
県
相
馬
市
も
加
わ
り
、現
在
、

4
団
体
に
て
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用
さ
れ
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い
る
と
こ
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で
あ
る
。

　

こ
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う
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、
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ら
要

望
が
あ
っ
た
休
日
や
時
間
外
の
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書
交
付
へ
の
対

応
、
図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド
を
住
基
カ
ー
ド
と
兼
ね
る

計
画
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
①
「
広
域
な
利
用
エ
リ
ア

で
の
提
供
」
②
「
民
間
の
機
器
利
用
に
よ
る
経
常
経
費

の
削
減
」、
③
「
生
活
の
一
部
と
な
り
つ
つ
あ
る
コ
ン

ビ
ニ
で
の
利
用
」
な
ど
の
利
点
を
踏
ま
え
、
コ
ン
ビ
ニ

交
付
の
検
討
に
至
っ
た
。

　

昨
年
9
月
、
平
成
22
年
中
の
導
入
を
目
指
し
た
庁
内

政
策
検
討
会
を
開
催
。
当
初
、
単
独
に
よ
る
導
入
を
検

討
し
て
き
た
が
、
高
額
な
事
業
費
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、

時
代
に
即
し
た
サ
ー
ビ
ス
と
認
識
し
つ
つ
も
、
当
初
予

算
要
求
段
階
で
見
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。（
そ
の

時
の
概
算
費
用
は
、
次
の
表
1
の
と
お
り
）

　

と
こ
ろ
が
、
今
年
度
に
入
り
、
4
月
、「
コ
ン
ビ
ニ

交
付
に
係
る
説
明
会
」が
県
市
町
村
課
に
て
開
催
。（
財
）

地
方
自
治
情
報
セ
ン
タ
ー
の
助
成
金
交
付
要
綱
の
説
明

を
踏
ま
え
た
コ
ン
ビ
ニ
交
付
へ
の
参
加
団
体
の
募
集
と

併
せ
て
、
実
施
に
必
要
と
な
る
シ
ス
テ
ム
の
共
同
運
用

に
つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
た
。
提
案
で
は
、
シ
ス
テ
ム

の
共
同
運
用
に
よ
り
事
業
費
の
大
幅
な
削
減
が
見
込
ま

れ
、
自
治
体
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
た
め
、
再
度
、
庁
内
に
て
検
討
を
実
施
。
そ
の

結
果
、
富
士
吉
田
市
、
南
ア
ル
プ
ス
市
、
笛
吹
市
、
甲

州
市
、
富
士
河
口
湖
町
の
5
団
体
と
と
も
に
コ
ン
ビ
ニ

交
付
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

Ⅰ 
は
じ
め
に

Ⅱ 

背
景
及
び
経
緯

項　目 機器ソフト費 SI 費 合　計 経常経費（年額）
1. 証明書コンビニ交付システム 14,400 29,900 44,300

10,3002. 証明書自動交付機等設置設備 9,900 4,100 14,000
3. カードソケット 2,100 1,000 3,100

合　計 26,400 35,000 61,400 10,300

表１　単独導入に係る概算費用

図１　共同運用による削減効果

○導入費用（一時経費）見積額が 50% 以上削減
　・機 器 ソ フ ト : 共同調達（一括購入）による効果
　・SI 費（構築費）	: 共同運用による効果
　※データセンターに証明書発行サーバー等を集約することにより SI 費の
　　削減を可能とした。
○経常経費 : 固定費に係る“割り勘効果”

共同運用

単位：千円
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こ
れ
ま
で
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主
な
取
り
組
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と
、
今
後
必
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と
な
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作
業
内
容
は
次
の
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お
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。

1　

導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
作
成

2　

サ
ー
ビ
ス
申
込
書
の
申
請

3　

各
種
設
計
の
実
施
（
シ
ス
テ
ム
設
計
、
機
器
構
成

設
計
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
計
等
）

4　

L
G
W
A
N
セ
ル
フ
A
S
P
の
構
築

5　

証
明
書
発
行
サ
ー
バ
の
構
築

6　

既
存
住
基
シ
ス
テ
ム
の
改
修

7　

L
G
P
K
I
証
明
書
の
登
録

8　

I
C
カ
ー
ド
標
準
シ
ス
テ
ム
の
設
定
変
更

9　

試
験
の
実
施

10　

そ
の
他

（
1
）	

条
例
等
の
改
正
（
制
定
・
改
正
し
た
条
例
等
）

    

○	「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
利
用
に
関
す
る
条

例
」
及
び
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
利
用
に

関
す
る
施
行
規
則
」、「
証
明
書
自
動
交
付
機
に

関
す
る
規
則
」
の
制
定

    

○	「
印
鑑
条
例
」「
印
鑑
条
例
施
行
規
則
」「
手
数
料

条
例
」「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
に
関
す

る
要
綱
」
の
一
部
改
正

（
2
）	

外
部
機
関
と
の
接
続
に
関
す
る
個
人
情
報
保
護

審
査
会
へ
の
諮
問

　

今
回
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
、
住
基
カ
ー
ド
の
多
目
的

利
用
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
実
施

に
は
、
住
基
カ
ー
ド
に
証
明
書
交
付
A
P
と
い
う
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
搭
載
す
る
こ
と
が
必
要
。
そ
の
搭

載
に
必
要
と
な
る
シ
ス
テ
ム
が
「
I
C
カ
ー
ド
標
準
シ

ス
テ
ム
」
で
あ
る
。
同
シ
ス
テ
ム
は
1
台
あ
れ
ば
複
数

市
町
村
で
の
利
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
共
同
運

用
に
よ
り
、
シ
ス
テ
ム
導
入
時
の
一
時
経
費
の
削
減
及

び
運
用
費
等
の
〝
割
り
勘
効
果
〟
が
得
ら
れ
る
。
同
シ

ス
テ
ム
の
共
同
運
用
は
、
県
内
で
は
笛
吹
市
と
甲
州
市

に
て
既
に
実
施
。
今
回
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
お
い
て
は
、

2
団
体
が
共
同
運
用
す
る
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
6
団

体
で
の
共
同
運
用
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

共
同
運
用
の
結
果
、前
述
の
見
積
額
（
図
1
参
照
）
が
、

単
独
導
入
よ
り
半
額
以
下
と
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
。
条
例
等
の
改
正
に
お
い
て
他
自
治
体
と
連
携
し
な
が

ら
検
討
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
事
務
の
軽
減
に
も

つ
な
が
り
、
費
用
的
な
面
だ
け
で
な
く
事
務
的
な
面
に
お

い
て
も
共
同
運
用
に
よ
る
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
共
同
構
築
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
運
用
は
、
県

市
町
村
総
合
事
務
組
合
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
こ
と
が

7
月
の
県
電
子
化
業
務
運
営
協
議
会
で
決
定
さ
れ
て
お

り
、
今
後
、
新
規
団
体
の
参
加
に
よ
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付

や
広
域
交
付
の
拡
大
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

①
住
基
カ
ー
ド
の
普
及

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
推
進
に
は
、
利
用
に
必
要
な
住
基

カ
ー
ド
の
普
及
が
や
は
り
必
要
。
本
市
の
8
月
末
現
在

の
交
付
枚
数
は
約
1
、
0
0
0
枚
。
平
成
23
年
度
末
の

累
積
交
付
枚
数
を
4
、
0
0
0
枚
と
目
標
に
立
て
な
が

ら
、
引
き
続
き
積
極
的
に
普
及
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

普
及
方
法
と
し
て
は
、
地
区
説
明
会
等
も
考
え
ら
れ
る

が
、
来
庁
者
に
対
し
て
の
勧
誘
が
最
も
効
果
が
大
き
い
。

特
に
、
証
明
書
交
付
請
求
者
に
対
し
て
は
、
庁
舎
に
設

置
さ
れ
た
自
動
交
付
機
を
利
用
し
、
交
付
手
数
料
に
料

金
差
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
住
基
カ
ー
ド
の
取
得
を
促

す
と
い
う
方
法
は
、
他
団
体
で
は
既
に
確
立
さ
れ
た
手

段
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
手
法
を
参
考
に
、
多

く
の
住
民
に
住
基
カ
ー
ド
の
取
得
を
促
し
て
い
き
た
い
。

②
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
交
付
さ
れ
る
証
明
書
の
普
及

　

一
方
で
、
社
会
に
お
い
て
、
少
し
で
も
早
く
コ
ン
ビ

ニ
交
付
を
受
け
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
も
必
要
。
コ
ン
ビ

ニ
交
付
の
証
明
書
類
は
窓
口
や
自
動
交
付
機
か
ら
交
付

さ
れ
る
証
明
書
と
は
明
ら
か
に
「
見
た
目
」
が
違
う
。

そ
の
た
め
、
た
と
え
ば
受
理
す
る
機
関
で
「
こ
れ
は
本

当
に
公
的
な
証
明
書
な
の
か
」
と
い
う
混
乱
が
生
じ
な

い
と
も
限
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
機
関
に
対
し
て
は
、
文

書
に
よ
る
情
報
提
供
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
現
場
に
赴

き
、
具
体
的
な
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

　

先
般
、
総
務
省
が
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て
、
証

明
書
の
種
類
や
導
入
自
治
体
を
増
や
す
た
め
の
調
査
研

究
に
乗
り
出
す
方
針
を
決
め
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

報
道
に
よ
る
と
、
来
年
度
中
に
導
入
自
治
体
を
約
60
に

ま
で
拡
大
す
る
考
え
で
あ
り
、
証
明
書
の
種
類
を
増
や

し
て
住
民
の
利
便
性
を
高
め
、
普
及
を
促
し
た
い
と
し

て
い
る
、
と
の
こ
と
。
こ
う
し
た
動
き
か
ら
も
、
コ
ン

ビ
ニ
交
付
は
、
さ
ら
に
利
便
性
の
向
上
余
地
が
あ
り
、

参
加
自
治
体
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
こ
れ
か
ら
検
討
さ
れ
る
県
内
市
町

村
で
は
、
単
独
で
の
導
入
で
な
く
、
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
が
主
体
と
な
っ
て
運
用
す
る
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
の
導
入
か
、
若
し
く
は
少
し
で
も
多
く
の
自
治
体

と
共
同
で
の
シ
ス
テ
ム
等
の
利
用
・
調
達
を
勧
め
る
。

　

最
後
に
、
社
会
が
紙
を
使
っ
た
や
り
取
り
か
ら
証
明

書
等
を
デ
ー
タ
で
や
り
取
り
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
い

ず
れ
は
、
証
明
書
の
ペ
ー
パ
レ
ス
化
の
時
代
が
来
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
状
を
踏
ま
え
れ
ば
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
し
て
十
分

価
値
が
あ
る
。
単
に
休
日
や
時
間
外
に
証
明
書
が
取
得

で
き
る
と
い
う
利
点
だ
け
で
は
な
い
。
証
明
書
交
付
の

選
択
肢
が
広
が
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
視
点
に
立
っ

た
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
少
し
で
も
近
づ
け

る
、
そ
う
確
信
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

Ⅲ 

コ
ン
ビ
ニ
交
付
導
入
の
主
な
作
業

Ⅳ 

共
同
運
用
に
よ
る
効
果

Ⅴ 

今
後
の
課
題

Ⅵ 

お
わ
り
に

33
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地
方
債
と
同
じ
よ
う
に
、

資
金
調
達
に
よ
っ
て
負
担
す

る
債
務
に
一
時
借
入
金(

一
借

（
い
ち
か
り
）
と
略
さ
れ
ま
す
。）
が
あ
り

ま
す
。
通
常
、
年
間
を
通
し
て
見
る
と
支

払
う
お
金
よ
り
も
入
っ
て
く
る
お
金
の
ほ

う
が
多
い
の
で
す
が
、
時
期
に
よ
っ
て
は

支
払
い
の
方
が
多
く
な
る
こ
と
が
あ
り
、

一
時
的
に
資
金
不
足
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
場
合
、
お
金
が
な
い
の
で
支

払
を
延
長
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い

た
め
一
時
的
な
資
金
不
足
に
対
処
す
る
た

め
借
金
を
す
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
借
入

金
の
こ
と
を
一
時
借
入
金
と
い
い
ま
す
。

　

一
時
借
入
金
の
借
入
れ
の
最
高
限
度
額

（
あ
る
時
点
に
お
け
る
一
時
借
入
金
の
現

在
高
の
最
高
額
）
は
、
予
算
で
定
め
る
こ

と
と
さ
れ
、
借
り
た
お
金
は
同
一
会
計
年

度
内
の
収
入
で
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

一
時
借
入
金
は
、
単
な
る
資
金
繰
り
の
都

合
で
借
入
れ
る
単
年
度
の
資
金
の
借
入
れ

で
あ
っ
て
、
収
入
で
は
な
く
、
予
算
に
起

債
の
目
的
、
限
度
額
、
起
債
の
方
法
、
利

率
及
び
償
還
の
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
る

地
方
債
と
は
、
そ
の
性
格
、
機
能
が
根
本

的
に
異
な
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
平
成
19
年
、
北
海
道
夕
張
市
が

自
治
体
の
倒
産
に
あ
た
る
「
財
政
再
建
団

体
」
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
一
時
借

入
金
な
ど
を
利
用
し
て
表
面
上
は
財
政
黒

字
と
な
る
手
法
を
と
っ
た
た
め
、
負
債
が

ふ
く
れ
あ
が
っ
た
こ
と
が
主
な
原
因
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
時
借
入
金
は
、
歳
出
の

財
源
と
な
る
べ
き
歳
入
金
で
は
な
い
た

め
、
借
入
れ
及
び
償
還
に
つ
い
て
は
借
入

れ
の
最
高
限
度
額
の
ほ
か
に
は
制
約
の
規

定
が
な
い
た
め
、
そ
の
運
用
が
安
易
に
な

り
や
す
く
制
度
の
趣
旨
を
逸
脱
す
る
と
不

祥
事
を
生
じ
る
原
因
と
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
ま
た
、
多
額
な
一
時
借
入
金
は
、
そ

の
支
払
利
子
に
よ
っ
て
財
政
圧
迫
の
一
因

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
適
正
な
資

金
計
画
に
基
づ
い
て
効
率
的
な
予
算
執
行

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Q&A
自　　治

お答えします！

Question&Answer

A
一
時
借
入
金
と
地
方
債
の
違
い
は
何
で
す
か
？

Q

　

現
在
、
地
方
公
共
団
体

の
会
計
は
、
現
金
に
よ
る
収

支
を
記
帳
の
基
準
と
す
る
『
現
金
主
義
・

単
式
簿
記
』
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
は
、
現
金
の
動
き
が
わ
か
り
や
す

い
反
面
、
資
産
や
負
債
な
ど
に
か
か
る
ス

ト
ッ
ク
情
報
や
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
発
生
し
た
コ
ス
ト
情
報
が
不

足
し
て
い
る
と
い
う
弱
点
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
弱
点
を
補
う
た
め
、
企
業
会
計

の
『
発
生
主
義
・
複
式
簿
記
』
を
取
り
入

れ
た
財
務
書
類
４
表
（
①
貸
借
対
照
表
、

②
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
③
純
資
産
変
動

計
算
書
、
④
資
金
収
支
計
算
書
）
を
地
方

公
共
団
体
が
作
成
・
公
表
す
る
よ
う
、
国

（
総
務
省
）
が
要
請
し
て
い
ま
す
。
こ
の

財
務
書
類
４
表
の
作
成
・
公
表
に
係
る
一

連
の
制
度
を
「
新
地
方
公
会
計
制
度
」
と

い
い
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
は
国
（
総
務
省
）
が
示

し
た
2
つ
の
公
会
計
モ
デ
ル
「
基
準
モ
デ

ル
」
ま
た
は
「
総
務
省
方
式
改
訂
モ
デ
ル
」

の
う
ち
い
ず
れ
か
を
選
択
し
、
地
方
公
共

団
体
の
普
通
会
計
だ
け
で
な
く
公
営
事
業

会
計
や
関
連
団
体
ま
で
含
め
た
連
結
ベ
ー

ス
の
財
務
書
類
４
表
を
作
成
・
公
表
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
透

明
性
の
向
上
、
説
明
責
任
の
履
行
、
経
営

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
向
上
、
資
産
・
債
務

の
適
切
な
管
理
に
効
果
が
上
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
制
度
で
求
め
ら
れ
て
い
る
最
低
限
の

レ
ベ
ル
で
形
だ
け
整
え
よ
う
と
す
る
場
合

と
、
活
用
の
観
点
か
ら
発
展
的
な
取
組
み

A
新
地
方
公
会
計
制
度
と
は
ど
の
よ
う
な
制
度
で
す
か
。

ま
た
新
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
期

待
さ
れ
る
の
で
す
か
。

Q

を
自
主
的
に
す
す
め
よ
う
と
す
る
場
合
と

で
は
成
果
に
大
き
な
差
が
生
じ
る
と
考
え

ま
す
。
そ
こ
で
、
出
来
上
が
っ
た
財
務
書

類
を
単
に
公
表
す
る
だ
け
で
な
く
、
会
計

に
詳
し
く
な
い
住
民
に
配
慮
し
た
開
示
を

行
っ
た
り
、
自
治
体
経
営
の
方
向
性
を
検

討
す
る
情
報
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
新

制
度
を
主
体
的
・
自
律
的
に
捉
え
て
効
果

を
上
げ
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。
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前
号
の
「
自
治
の
風
」

（
3
月
発
行
27
号
）
で
説
明
し

た
と
お
り
、
市
町
村
合
併
後
に
は
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
経
費
の

節
約
が
可
能
に
な
り
ま
す
が
、
経
費
の
節

減
は
合
併
後
直
ち
に
で
き
る
も
の
ば
か
り

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
た
め
の
緩
和

措
置
と
し
て
、一
定
期
間
の
特
例
措
置
（
合

併
算
定
替
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
合
併
算
定
替
の
適
用
期
間
が
合
併

後
10
〜
15
年
間
と
長
い
こ
と
か
ら
、
現
実

的
に
感
じ
ま
せ
ん
が
、
3
年
後
の
平
成
25

年
度
の
普
通
交
付
税
の
算
定
か
ら
、
毎
年

度
、
段
階
的
縮
減
と
な
る
市
町
村
が
出
て

き
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
南
部
町
、
26
年
度
に

は
、
南
ア
ル
プ
ス
市
、
富
士
河
口
湖
町

（
旧
）、
27
年
度
に
は
、
甲
斐
市
、
身
延
町
、

笛
吹
市
（
旧
）、
北
杜
市
（
旧
）、
上
野
原

市
、
山
梨
市
、
富
士
川
町
、
28
年
度
に
は
、

市
川
三
郷
町
、
甲
州
市
、
中
央
市
、
甲
府

市
、富
士
河
口
湖
町
（
新
）、北
杜
市
（
新
）、

笛
吹
市
（
新
）
が
縮
減
期
間
と
な
り
全
て

の
合
併
団
体
が
、
5
年
間
の
期
間
を
経
て

「
一
本
算
定
」（
合
併
市
町
村
の
本
来
の
交

付
税
額
）
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
普
通
交
付
税
額
で
み
る

と
、
合
併
算
定
替
と
一
本
算
定
の
差
額
が

最
も
大
き
い
北
杜
市
で
は
、
平
成
33
年
度

に
約
35
億
円
の
減
額
と
な
り
、
ま
た
、
中

央
市
で
は
、
平
成
33
年
度
の
普
通
交
付
税

額
が
、
6
割
程
度
に
減
っ
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

合
併
市
町
村
を
含
む
県
下
市
町
村
で

は
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
な
ど
に
よ
り
行
政

改
革
を
推
し
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
合
併

市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
今
後
、
な
お
一
層

A
合
併
算
定
替
え
の
影
響
は
ど
の
く
ら
い
な
の
で
す
か

教
え
て
下
さ
い

Q
合併算定替の適用期間イメージ

の
行
政
改
革
等
を
推
し
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

参
考
ま
で
に
、
平
成
22
年
度
の
普
通
交

付
税
交
付
額
を
基
と
し
て
、
平
成
33
年
度

ま
で
の
普
通
校
交
付
税
額
を
推
計
し
ま
し

た
の
で
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。
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市町村 振興協会たより

「長期貸付事業について」
　本協会では平成4年度から市町村振興宝くじ（通称：サマージャンボ宝くじ）の収益金を
原資として、市町村（一部事務組合を含む）の個性豊かで活力に満ちた地域づくりや防災機
能強化のための基盤整備事業などへの低利な貸付事業を実施しており、その貸付残高は平成
21年度末で90億円となっております。
　平成22年度の長期貸付は、市町村の財政状況等踏まえ、貸付予定枠を過去最高額の23
億円としておりますので、ご活用をお願いします。
なお、貸付条件及び対象事業は次のとおりとなっております。

貸付条件

貸付対象事業

貸付予定額

償還期間（貸付利率※）

償還方法

23億円

  5 年以内のうち据置1年以内（年0.1％）

12年以内のうち据置2年以内（年0.8％）

15年以内のうち据置3年以内（年1.1％）

半年賦元金均等償還

※貸付利率は平成21年度の利率
　貸付利率＝政府資金の貸付利率の利率以下の率で理事長が定める

（1） 災害時における市町村の緊急融資事業及び災害防止対策事業
（2） 消防用自動車、救急用自動車、児童遊園、老人憩の家等住民の安全及び福祉の増進に資す

るための事業
（3） 通学道路、図書館、美術館等教育及び文化の向上に資するための事業
（4） 体育館、プール、遊歩道等スポーツの振興及び健康増進に資するための事業
（5） ごみ運搬車、水質汚濁防止等生活環境の保全及び公害の防止に資するための事業
（6） 歴史上又は、学術上の価値の高い建造物、城跡等文化財の保存に資するための事業
（7） 集会所等地域連帯意識の醸成に資するための事業
（8） 自然的条件及び風土に調和した個性的な街づくりに資する事業
（9） その他理事会において必要と認めた事業

注）地方債の同意（許可）を受けているか、同意（許可）を受けることが確実である事業

問い合わせ（財）山梨県市町村振興協会　ＴＥＬ 055-237-3153　ＦＡＸ 055-237-5788



　私は、平成２２年４月に早川町役場に採用して頂きました。生まれてからこの
早川町で過ごし、早川南保育所で育てて頂き、２０歳となった今、町の保育士と
して早川南保育所に帰ってきました。
　私の働く早川南保育所では、年長児クラスから未満児クラスまで合わせて１７
名という小さな保育所です。
　その中で、私の担当する年中児クラスは３名と少ないながら笑いの絶えない
楽しい日々を過ごしています。
　少人数の保育所で驚く方も多いかと思いますが、私は少ない人数だからでき
ること、早川南保育所だからできることを保育に活かし、大切にしています。
　日々子どもたちと関わる中で、昨日できなかったことができるようになったり、
子どもの成長を近くで見て感じることができる魅力的な仕事に生きがいを感じ
ています。
　私は、子どもたちと共に喜びを分かち合い、共に学び、共に成長していける保
育士でありたいと思います。
　そして、私にとって自慢の子どもたちであり、自慢の早川南保育所です！！

鈴木 里沙 さん
R i s a   S u z u k i

市町村職員
はつらつ！！

編集後記

のやまなし
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早川町　町民課　南保育所　保育士補

委  員  長 富士吉田市  企画財政課主査 渡辺 滋人
 
副委員長 忍　野　村  企画課主事 後藤　 聡

委　　員 都　留　市  政策形成課主事 志村 将史
 山　梨　市  政策秘書課課長補佐 中村 貴仁
 甲　州　市  政策秘書課副主査 笹本 正和
 中　央　市  政策秘書課副主幹 降矢 嘉也
 富 士 川 町  企画課主査 井上 　誠
 昭　和　町  総務課副主幹 伊藤 直樹
 西　桂　町  総務課主幹 高山　 正
 山 中 湖 村  総務課課長補佐 平山　 久
 山　梨　県  市町村課主査 鈴木　 勝
 山梨県市長会 総務課主事 金丸 太一
 山梨県町村会 総務課主任 望月 芳能

役職名　　　　　  団体名　　　　　　　　職名　　　　　　　　 氏名　

市町村職員情報誌「やまなし自治の風」編集委員会委員名簿

　本号の特集にあたって、編集委員のみなさん
から、市町村職員の意欲を高め、刺激を受ける
ような取り組みを紹介すべきとの意見をいただき、
新たに「職員の自主研究」を紹介するコーナー
を設けました。是非とも参考にしていただければ
幸いです。
　これからも市町村職員の情報誌として、内容
の充実を図り皆さんの一助となればと考えており
ますので、ご意見等ございましたら事務局までお
寄せいただきたいと存じます。
　また、大変お忙しい中、執筆していただいた執
筆者の方々には、心から感謝を申し上げます。
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September
2 0 1 0 がんばっていま～す。

巻頭随想
市町村リレー
まちづくり夢づくり

電子自治体コーナー
がんばっていま～す。

苦言提言

巻頭随想
市町村リレー
まちづくり夢づくり

電子自治体コーナー

特 集
低炭素社会への取り組み
～新エネルギーの導入～

特 集
低炭素社会への取り組み
～新エネルギーの導入～

苦言提言
市町村の自主研究市町村の自主研究

　5,000 万円も増額 ! 1 等前後賞合わせて2 億 5,000 万円

があたるオータムジャンボ宝くじが9月27日（月）から10月19日（火）

まで発売されます。

　この宝くじの収益金は全額市町村へ交付され、各市町村が

行う図書館運営の充実などの文化振興事業や、資源リサイクル

推進などの環境事業、また少子高齢化対策事業など、地域住

民の福祉向上のために使われます。


